
あがの市議会だより 第61号1 本会議の中継映像・録画映像はインターネットでご覧いただけます。 検　索

第61号 令和６年
9月、12月
定例会合併号

令和７年１月17日 発行
主な内容

市議会の構成� P2-3
10月・11月・12月臨時会、12月定例会� P4-9
　議決結果・市政を問う一般質問（14人）ほか
８月臨時会、９月定例会� P10-15
　議決結果・市政を問う一般質問（９人）ほか
議会タブレット導入ほか� P16

10月15日・１１月１１日に
臨時会が開かれました

12月19日に
臨時会が開かれました

12月定例会が
11月29日～12月６日の
会期で開かれました

11月29日　本会議
■一般行政報告
■議案の提案説明
■一般質問１日目（４人が質問）

12月２日　本会議
■一般質問２日目（６人が質問）
12月３日　本会議
■一般質問３日目（４人が質問）

12月４日　各常任委員会
■委員会に付託された議案等を審査

12月６日　本会議
■ �各常任委員会の審査報告の後、
討論を経て採決

※議決結果は５ページ

本年もよろしくお願い申し上げます本年もよろしくお願い申し上げます

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副議長

荒澤　浩和

議 長
大滝　勝

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
11
月
11
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議

長
・
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
を
代
表
す
る
者
と
し
て
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
議
会
の
運
営
に
向
け
て
日
々
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
11
月
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託

を
受
け
た
16
人
の
議
員
に
よ
る
新
た
な
体
制
の
下
で
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
議

員
一
同
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
決
意
を
新
た
に
、
市
の
発

展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
と
市
長
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
議
会
制
民
主
主
義
に
基
づ
き
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
、
適
度
の
緊
張
感
と
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
是
々
非
々

の
立
場
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
議
会
の
役
割
は
、
市
民
か
ら
負
託
を
受

け
た
代
表
と
し
て
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
側
に
立
ち
、
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に

使
命
と
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
要
望

に
対
し
、
謙
虚
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
を

目
指
し
、
活
発
な
議
会
の
運
営
や
議
会
改
革
の
推
進
に
向
け
、
先
頭
に
立
っ
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
市
議
会
へ
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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市議会の構成　� 令和６年11月から新しい体制で活動しています

阿賀野市監査委員 風間輝榮
五泉地域衛生施設組合議会議員 宮脇雅夫　村上清彦　荒澤浩和　阿部順三　披田野勝幸
新潟県後期高齢者医療広域連合議会議員 遠藤智子
阿賀野市防災会議委員 大滝　勝
阿賀野市国民保護協議会委員 大滝　勝
阿賀野市家畜ふん尿処理施設等運営委員会委員 遠藤　孝
福島潟周辺整備促進協議会委員 大滝　勝　遠藤　孝　天野美三男　清野栄一　披田野勝幸
阿賀野市下水道審議会委員 村上清彦　阿部順三
阿賀野市水道事業審議会委員 市川英敏　清野栄一
阿賀野市民生委員推薦会委員 菅原道明
阿賀野市都市計画審議会委員 天野市榮　清水博英
国道 460 号整備促進期成同盟会委員 大滝　勝
一般国道 290 号（新発田～五泉間）整備促進期成同盟会委員 遠藤　孝
安田橋下流橋（仮称五泉大橋）架橋促進期成同盟会委員 大滝　勝　遠藤　孝
一般国道 290 号「馬下橋」架け替え促進期成同盟会委員 大滝　勝　遠藤　孝
大通川河川改修事業促進期成同盟会委員 大滝　勝　遠藤　孝
阿賀野市国民健康保険運営協議会委員 遠藤智子　宮脇雅夫　松﨑良繼　披田野勝幸
阿賀野市あがの市民病院運営協議会委員 阿部順三　清水博英　菅原道明

議長　大滝　　勝　　　副議長　荒澤　浩和

日本共産党

宮
みや

脇
わき

　雅
まさ

夫
お

（総文） 松
まつ

﨑
ざき

　良
よし

繼
つぐ

（産厚） 清
し

水
みず

　博
ひろ

英
えい

（総文）

新風あがの

風
かざ

間
ま

　輝
てる

榮
えい

（産厚） 市
いち

川
かわ

　英
ひで

敏
とし

（総文） 天
あま

野
の

　美
み

三
さ

男
お

（総文）

阿
あ

部
べ

　順
じゅん

三
ぞう

（産厚） 披
ひ

田
だ

野
の

　勝
かつ

幸
ゆき

（総文） 菅
すが

原
はら

　道
みち

明
あき

（産厚）

大
おお

滝
たき

　勝
まさる

（総文） 遠
えん

藤
どう

　孝
たかし

（産厚） 荒
あら

澤
さわ

　浩
ひろ

和
かず

（総文）

会派の所属なし

遠
えん

藤
どう

　智
とも

子
こ

（産厚） 清
せい

野
の

　栄
えい

一
いち

（総文） 天
あま

野
の

　市
いち

榮
えい

（産厚）

会派�……政党や同じような考え方・
意見を持つ議員は、自分たちの
考えを市政に効果的に反映させ
るため、集まって活動していま
す。このグループを「会派」と
呼んでいます。

※（　）は所属の常任委員会
総文：総務文教常任委員会
産厚：産業厚生常任委員会

16人の議員を会派ごとに16人の議員を会派ごとに
紹介します紹介します

公明党

村
むら

上
かみ

　清
きよ

彦
ひこ

（産厚）
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委員会は、常任委員会や議会運営委員会、特別委員会があります。
常任委員会は２つあり、市の仕事を２つに分け、関係する議案や請願等を審査します。
令和６年９月定例会で議会委員会条例を一部改正し、令和６年11月からは常任委員会
を３つから２つに再編し、議員がどちらかの常任委員会に所属することになりました。
議会運営委員会は、会議の円滑な運営方法について話し合いを行います。
特別委員会は、必要に応じて設置されます。
※　◎委員長　○副委員長

委員会の委員会の
紹紹介介

村上清彦　　天野市榮　　松﨑良繼　　菅原道明

遠藤智子　　◎遠藤　孝　　○阿部順三　　風間輝榮

天野市榮　　遠藤　孝　　荒澤浩和　　阿部順三

清野栄一　　◎松﨑良繼　　○清水博英　　風間輝榮

議会だよりなど議会活動の情報発信や議会報告会など市民参加、市民との連
携を図るための企画・立案に関することを担当します。

産業建設部所管（商工業、農業、土木、観光、上下水道等）や民生部所管（福祉、
介護、子ども、保健、医療、環境等）に関することを審査します。

議会基本条例の進行管理や見直し、議会改革に関することを担当します。
◎宮脇雅夫　　○清野栄一
委員は、議長、正副委員長を除く13人

清野栄一　　大滝　勝　　荒澤浩和　　清水博英

市川英敏　　◎天野美三男　　○披田野勝幸　　宮脇雅夫

披田野勝幸　　天野美三男　　市川英敏

遠藤智子　　◎村上清彦　　○菅原道明　　宮脇雅夫

総務部所管（市政全般の企画・調整、財務、市税、防災等）や民生部所管（生涯
学習）、教育、消防等に関することを審査します。
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12月定例会

一般会計補正予算（第５号）
○ごみ処理施設整備基金造成費　２億円
環境センターの廃止を見据えた方向性の検討に当たり、最低限必要と見込まれる費用を確保していくた

め新たに計上。

○和牛繁殖農家緊急支援事業費　385万円
肉用子牛価格が低迷している実情を踏まえ、市内の和牛繁殖農家を対象として、事業継続に必要な費用

を支援するため計上。

○小中学校長寿命化等改修事業費　２億5,751万円
京ヶ瀬中学校グラウンドの整備に伴う設計業務委託料を計上。

○京ヶ瀬体育館維持管理事業費　１億5,000万円
京ヶ瀬中学校グラウンドの整備に伴い、一体整備とする京ヶ瀬体育館解体工事の設計委託料を計上。

○市営バス運行事業費　26万７千円
AIオンデマンドバスの運行実績見込みにより増額計上。

○児童扶養手当支給事業費　869万５千円
児童扶養手当法の改正に伴い増額計上。

○道路維持管理事業費　431万９千円
地下埋設物の老朽化による損傷が原因で舗装の陥没が例年より多く発生し、当初予算編成時の見積

もりを上回る実績見込みのため増額計上。併せて乗用草刈機の経年劣化に伴う入れ替えのための費

用を計上。

○観光事務費　94万７千円
新たな体制の観光協会を設立するための検討委員会委員謝礼や市内の桜の知名度向上のためのマップ作製費用を計上。

阿賀野市放置自動車の発生防止及び適正処理に関する条例の制定について
公共施設等における自動車の放置防止に関する施策の基本方針を明らかにするとともに、放置自動車に対する措置を講ずるため、条例

を制定するもの。

五泉地域衛生施設組合規約の変更について
五泉地域衛生施設組合の新中間処理施設の供用開始に伴い、施設の名称を変更するとともに、同組合の事務所機能を新中間処理施設の

管理棟に移動するため、同組合の規約を変更するもの。

公の施設に係る指定管理者の指定について（阿賀野市神山児童クラブ）
阿賀野市神山児童クラブについて、令和７年４月１日から令和10年３月31日まで、社会福祉法人みのり会を指定管理者に指定するもの。

意見書を提出しました
　�北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書が、村上議会運営委員会委員長から提出され、全会一致で可決しました。

　�この意見書は、国会や政府においても、拉致被害者・特定失踪者家族の痛切な思いを共有し、北朝鮮による拉致被害者・特定失踪

者全員の早期帰国、真相究明に向け、今後とも拉致問題を「最優先、最重要課題」を位置付け、国を挙げて全力で取り組むことを強

く要望する内容です。12月９日、阿賀野市議会として、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、拉致問題担当大臣（内

閣官房長官）に提出しました。

議案ピックアップ 提案された議案について、さまざまな視点から審議を重ねます。
12月定例会の議案の中からお知らせします。
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10月臨時会、11月臨時会、12月定例会、12月臨時会の
議決結果をお知らせします
全会一致で議決した議案等

10月15日臨時会
議 案 名 審査した

委員会※
議決
結果

そ
の
他 財産の取得について（追認） 省略 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

専
決 令和６年度阿賀野市一般会計補正予算（第４号） 省略 承認
条
例 阿賀野市職員等の給与の特例に関する条例の一部改正について 省略 可決

11月11日臨時会
議 案 名 審査した

委員会※
議決
結果

人
事 阿賀野市監査委員の選任について（風間　輝榮 氏） 省略 同意
発
議 広報広聴委員会（特別委員会）の設置について ― 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

発
議 議会改革推進委員会（特別委員会）の設置について ― 可決

12月定例会
議 案 名 審査した

委員会※
議決
結果

人
事

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（石川　
博英 氏） 省略 適任

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（小林　
留美子 氏） 省略 適任

補
正
予
算

令和６年度阿賀野市一般会計補正予算（第５号） 総文 
産厚 可決

令和６年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 産厚 可決

令和６年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 産厚 可決

令和６年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第２号） 産厚 可決

令和６年度阿賀野市水道事業会計補正予算（第１号） 産厚 可決

令和６年度阿賀野市下水道事業会計補正予算（第１号） 産厚 可決

令和６年度阿賀野市病院事業会計補正予算（第１号） 産厚 可決

条
例

阿賀野市放置自動車の発生防止及び適正処理に関する条例の
制定について 産厚 可決

阿賀野市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部改正について

総文 可決

阿賀野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市行政組織条例の一部改正について 産厚 可決

阿賀野市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 産厚 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

条
例

阿賀野市集落排水事業償還基金条例の廃止について 産厚 可決

阿賀野市下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 産厚 可決

阿賀野市農業集落排水事業分担金徴収条例の廃止について 産厚 可決

阿賀野市集落排水処理施設条例の廃止について 産厚 可決

そ
の
他

新潟県市町村総合事務組合規約の変更について 総文 可決

五泉地域衛生施設組合規約の変更について 産厚 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（阿賀野市神山児童
クラブ） 産厚 可決

字の変更について 総文 可決

請
願

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に
係る意見書の採択を求める請願 総文 採択

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改
革、長時間労働是正に係る意見書の採択を求める請願 総文 採択

発
議

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書の提
出について ― 可決

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に
係る意見書の提出について ― 可決

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改
革、長時間労働是正に係る意見書の提出について ― 可決

※省略：本会議で即決したもの　　　―：委員会に付託しないもの　　
　総文：総務文教常任委員会　　　産厚：産業厚生常任委員会
◆各委員会における審査結果は、市ホームページで見ることができます。

12月19日臨時会
議 案 名 審査した

委員会※
議決
結果

補
正
予
算

令和６年度阿賀野市一般会計補正予算（第６号） 省略 可決

令和６年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 省略 可決

令和６年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 省略 可決

令和６年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第３号） 省略 可決

令和６年度阿賀野市水道事業会計補正予算（第２号） 省略 可決

令和６年度阿賀野市下水道事業会計補正予算（第２号） 省略 可決

令和６年度阿賀野市病院事業会計補正予算（第２号） 省略 可決

条
例

阿賀野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改
正について 省略 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

条
例

阿賀野市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一
部改正について 省略 可決

阿賀野市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 省略 可決

阿賀野市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部改正について 省略 可決

そ
の
他 和解について 省略 可決

12月19日臨時会

議 案 名
審
査
し
た

委
員
会
※

議
決
結
果

公明党 日本共産党 新風あがの 会派の所属なし
村
上　
清
彦

宮
脇　
雅
夫

松
﨑　
良
繼

清
水　
博
英

風
間　
輝
榮

市
川　
英
敏

天
野
美
三
男

遠
藤　
　
孝

荒
澤　
浩
和

阿
部　
順
三

披
田
野
勝
幸

菅
原　
道
明

遠
藤　
智
子

清
野　
栄
一

天
野　
市
榮

条
例

阿賀野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 省略 可決 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

討　論
（要旨） 反対意見

市内の状況を見ると、物価高騰に見合った市民の収入は増えていない人が大半であり、生活は苦しさを増している。そのような状況の中で議員報酬等の改定は
いかがなものかと思う。

意見が分かれた議案等
〇：賛成　×：反対　議長（大滝勝）は採決には加わりません。
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一　般　質　問

新
風
あ
が
の

阿
部　

順
三

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

質
問　
市
長
就
任
以
降
、
課
題
対
応

を
含
め
て
着
手
し
た
事
業
、
ま
た
、

来
年
度
予
算
編
成
で
重
点
的
に
取
り

組
む
事
項
や
組
織
再
編
成
の
考
え
方

を
伺
う
。

答
弁　
人
口
減
少
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
生
産
性
確
保
、
不
稼
働
資
産

の
取
り
扱
い
、
災
害
対
応
力
強
化
な

ど
の
課
題
解
決
の
た
め
、
市
の
組
織

強
化
に
必
要
な
人
事
異
動
を
行
い
、

職
員
の
先
進
自
治
体
等
へ
の
視
察
や

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
へ
の
受
講
を
推
し

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
公
民
を
問
わ

ず
関
係
機
関
と
の
関
係
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、人
口
減
少
対
策
、人
材
の
育
成
、

産
業
の
振
興
を
重
点
施
策
と
し
て
編

成
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に

配
分
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
配
慮

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

総
選
挙
、市
議
会
議
員
選
挙
に

お
け
る
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

質
問　
10
月
に
実
施
し
た
総
選
挙
と

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
行
動
を
ど

う
見
た
か
。
人
員
体
制
や
投
票
率
向

上
に
つ
い
て
課
題
と
対
応
を
伺
う
。

答
弁　
小
選
挙
区
の
投
票
率
は
全
国

よ
り
高
く
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
率
は
４
月
の
市
長
選
よ
り
高
か
っ

た
。
同
時
選
挙
で
行
列
が
発
生
し
た

時
間
帯
も
あ
っ
た
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト

な
ど
を
考
慮
し
、
投
票
の
呼
び
か
け

な
ど
の
啓
発
を
行
い
た
い
。

市
内
農
業
の
品
目
別
状
況 

と
対
策
に
つ
い
て

質
問　

不
順
な
天
候
や
原
料
情
勢
、

販
売
流
通
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
生

産
農
家
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
市
内
の
現
況
と
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　
水
稲
の
作
況
指
数
は
、
昨
年

よ
り
上
昇
し
た
が
や
や
不
良
と
な
っ

た
。
畜
産
は
、
乳
価
の
ア
ッ
プ
や
飼

料
価
格
の
落
ち
着
き
は
出
て
き
た
も

の
の
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

和
牛
は
、
飼
料
価
格
や
燃
料
費
な
ど

の
高
騰
に
加
え
、
牛
肉
需
要
の
低
迷

で
市
場
価
格
は
低
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
農
業
の
基
本
は
土
作
り
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
堆
肥
を
使
用
し
た
土
作

り
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
魅
力
あ

る
儲
か
る
農
業
を
目
指
す
。

日
本
共
産
党

宮
脇　

雅
夫

あ
が
の
市
民
病
院
の

医
師
確
保
を

質
問　
本
市
の
救
急
搬
送
時
間
は
他

市
平
均
よ
り
長
く
、
市
民
の
命
と
健

康
を
守
る
大
事
な
任
務
が
果
た
せ
な

く
な
っ
て
い
る
と
危
惧
さ
れ
る
が
、

要
因
と
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁　
市
外
の
医
療
機
関
へ
の
搬
送

率
の
高
さ
が
要
因
。
当
面
の
対
策
と

し
て
は
、
救
急
救
命
士
の
養
成
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
積

極
的
な
活
用
で
搬
送
時
間
の
短
縮
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
救
急
告
示
病
院
の
指
定
は
い

つ
達
成
す
る
の
か
。
ま
た
、
必
要
な

医
師
数
確
保
の
具
体
的
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

答
弁　
救
急
告
示
に
は
医
師
確
保
と

県
厚
生
連
の
体
制
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
時
期
の
明
言
は

で
き
な
い
。
今
後
も
県
厚
生
連
と
協

議
を
継
続
し
、
新
潟
大
学
医
学
部
と

の
関
係
継
続
や
地
域
枠
・
医
師
養
成

就
学
資
金
貸
与
制
度
の
参
加
に
よ

り
、
医
師
確
保
に
努
め
る
。

質
問　
休
止
し
て
い
る
病
床
40
床
の

急
性
期
病
床
へ
の
早
期
活
用
が
必
要

で
あ
る
。「
強
化
プ
ラ
ン
」で
は
、「
入

院
を
診
れ
る
医
師
数
」目
標
を
現
行

の
11
人
か
ら
令
和
９
年
度
に
15
人
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
実
現
す
れ
ば

可
能
か
。

答
弁　
医
師
が
15
人
に
増
え
る
こ
と

で
、
休
床
し
て
い
る
40
床
も
再
開
で

き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

質
問　
地
域
の
開
業
医
が
少
な
す
ぎ

る
。
あ
が
の
市
民
病
院
の
訪
問
診
療

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
が
、
目
標
値
は
令
和
９
年
度
で
２

０
０
件
と
現
行
と
変
わ
ら
な
い
。
増

や
す
必
要
は
な
い
の
か
。

答
弁　
人
口
減
少
で
患
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
高
齢
化
率
は
下
が

ら
な
い
見
込
み
か
ら
、
現
行
と
同
等

の
目
標
と
し
た
。今
後
も
訪
問
診
療・

訪
問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の

在
宅
医
療
の
提
供
機
能
を
強
化
し
て

い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

・ 

裏
金
問
題
と
企
業
・
団
体
献
金
の

全
面
禁
止
の
見
解　
　

・ 

宝
珠
温
泉「
あ
か
ま
つ
荘
」再
開
と

安
田
体
育
館
に
つ
い
て

無
会
派

清
野　

栄
一

令
和
７
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て

質
問　
市
民
生
活
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
来
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方
針

と
主
な
新
規
事
業
の
予
定
お
よ
び
選

挙
公
約
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

予
算
編
成
方
針
は「
人
口
減

少
対
策
」「
人
材
の
育
成
」「
産
業
の

育
成
」を
重
点
施
策
と
す
る
。
主
な

新
規
事
業
と
選
挙
公
約
へ
の
取
り
組

み
は
検
討
中
で
あ
り
、
２
月
に
説
明

し
た
い
。

質
問　
人
口
減
少
対
策
を
重
点
と
し

て
い
る
が
、
９
月
現
在
の
人
口
を
承

知
し
て
い
る
か
。

答
弁　
４
万
人
弱
と
思
う
。

質
問　

推
計
人
口
は
３
万
８
，５
０

０
人
、
出
生
が
激
減
し
て
い
る
。
10

月
末
現
在
の
１
年
間
の
出
生
数
が
１

５
２
人
、
４
月
末
現
在
の
１
年
間
は

２
０
６
人
あ
っ
た
。
危
機
的
状
況
で

あ
る
。
事
業
を
大
胆
に
見
直
し
、
出

生
対
策
を
拡
充
・
充
実
す
べ
き
。

答
弁　
何
が
効
果
的
な
政
策
か
議
論

し
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に 

よ
る
副
反
応
被
害
に
つ
い
て

質
問　
全
国
的
に
副
反
応
に
よ
る
健

康
被
害
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
総
接
種
回
数
と
副
反
応

疑
い
件
数
お
よ
び
予
防
接
種
健
康
被

害
救
済
制
度
の
申
請
・
認
定
状
況
に

つ
い
て
。

答
弁　
接
種
回
数
は
延
べ
15
万
９
，５

７
１
人
、
副
反
応
疑
い
件
数
は
国
に

３
件
、
健
康
被
害
救
済
制
度
申
請
は

１
件
あ
っ
た
が
、
否
認
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
市
民
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
長
期
の
倦
怠
感
、
難
聴
、
帯
状

疱
疹
、
不
整
脈
な
ど
、
多
く
の
体
調

不
良
を
聞
い
て
い
る
が
、
健
康
被
害

の
相
談
は
あ
る
の
か
。
件
数
は
。

答
弁　
件
数
は
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

質
問　
10
月
29
日
の
厚
生
労
働
大
臣

の
記
者
会
見
で
は
接
種
後
死
亡
２
，

２
６
２
人
、
重
篤
者
９
，３
２
５
人

の
報
告
が
あ
っ
た
と
公
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
10
月
か
ら
接
種
予
定
の
レ
プ

リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
は
、
開
発
国
の
ア

メ
リ
カ
は
未
承
認
、
治
験
を
し
た
べ

ト
ナ
ム
で
も
未
承
認
と
な
っ
て
い

る
。
注
意
喚
起
す
べ
き
。

答
弁　

承
認
は
国
が
決
め
た
こ
と
。

接
種
に
つ
い
て
は
個
人
の
判
断
で
対

処
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆　
　

農
福
連
携
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

松
﨑　

良
繼

紙
の
保
険
証
新
規
発
行

停
止
に
つ
い
て

質
問　
政
府
は
多
く
の
国
民
や
医
療

関
係
者
の
危
惧
の
声
を
押
し
切
っ
て

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一
本
化
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
総
選
挙
で
示

さ
れ
た
民
意
を
踏
ま
え
て
、
政
府
は

現
行
保
険
証
を
残
す
決
断
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答
弁　
メ
リ
ッ
ト
の
一
方
、
多
く
の

国
民
や
医
療
機
関
が
不
安
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
使
用
率
か
ら
も
明
白

で
、
十
分
な
説
明
を
政
府
に
求
め
た

い
。

質
問　
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
く
て
も

保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
市

民
に
目
立
つ
形
で
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。

答
弁　
分
か
り
に
く
く
感
じ
た
人
も

い
る
と
思
う
の
で
、
保
険
証
の
有
効

期
限
内
で
あ
れ
ば
使
用
可
能
で
、
有

効
期
限
後
も「
資

格
確
認
書
」で
受

診
等
が
可
能
で

あ
る
点
を
広
報

あ
が
の
12
月
号

で
も
周
知
す
る
。

選
択
的
夫
婦
別
姓 

導
入
に
つ
い
て

質
問　
封
建
的
家
制
度
の
名
残
で
あ

る
夫
婦
同
姓
を
義
務
付
け
て
い
る
国

は
日
本
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
世
論

も
６
割
か
ら
７
割
が
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
導
入
に
賛
成
し
、
経
団
連
も

導
入
を
求
め
る
提
言
を
出
し
た
。
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
国
会
の
議
論
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

質
問　
加
藤
市
長
自
身
の
見
解
を
伺

う
。

答
弁　
選
択
制
で
個
人
の
意
思
で
選

べ
る
の
で
、
そ
れ
で
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

地
域
農
業
守
る
農
政
を

質
問　
気
候
の
影
響
を
大
き
く
受
け

る
農
業
生
産
者
に
は
安
心
し
て
再
生

産
に
取
り
組
め
る
価
格
保
証
と
所
得

補
償
で
支
え
、
消
費
者
に
は
生
活
に

負
担
を
か
け
な
い
価
格
で
食
料
を
提

供
す
る
。
そ
の
差
額
は
公
費
で
埋
め

る
こ
と
が
不
可
欠
と
言
わ
れ
る
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
農
業
者
へ
の
所
得
補
償
や
消

費
者
へ
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
は
、

国
の
責
務
で
制
度
構
築
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

質
問　
農
機
具
更
新
へ
の
国
の
補
助

制
度
の
対
象
が
限
ら
れ
て
い
る
。
市

独
自
の
補
助
制
度
創
設
を
。

答
弁　
国
県
の
事
業
以
外
に
支
援
が

必
要
か
ど
う
か
、
農
業
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
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一　般　質　問

日
本
共
産
党

清
水　

博
英

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
の

是
非
を
問
う
県
民
投
票
条
例

制
定
署
名
運
動
に
つ
い
て

質
問　
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
に
つ

い
て
、
新
潟
日
報
の
県
民
世
論
調
査

（
10
月
26
日
付
）で
は
、
再
稼
働
反
対

が
46・５
％
、賛
成
が
36・
２
％
。「
信

を
問
う
方
法
」に
つ
い
て
は
、「
県
民

投
票
」が
57
・
３
％
、「
知
事
選
」が

12
・
８
％
、「
県
議
会
へ
の
提
案
」が

６
・
５
％
、「
信
を
問
う
必
要
は
な

い
」が
７
・
２
％
で
、
県
民
の
意
思

は
命
や
暮
ら
し
に
関
わ
る
重
要
な
問

題
と
し
て
、
県
民
投
票
を
実
施
し
て

「
原
発
の
再
稼
働
」に
対
し
て
是
非
を

問
う
声
が
多
数
。
県
民
投
票
条
例
制

定
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

住
民
投
票
を
行
わ
ず
と
も
、

住
民
の
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る

県
知
事
と
県
議
会
議
員
が
議
論
を
交

わ
す
県
議
会
に
お
い
て
、
判
断
す
る

こ
と
が
良
い
と
思
う
。

学
校
給
食
の
無
償
化
実
施

に
つ
い
て

質
問　

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
、

学
校
教
育
費（
教
材
費
・
入
学
準
備

金
・
修
学
旅
行
費
・
部
活
動
費
な
ど
）

や
給
食
費
負
担
に
加
え
、
物
価
高
で

家
計
が
一
層
大
変
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
給
食

費
３
分
の
１
補
助
は
、
子
育
て
世
帯

に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
対
策

と
し
て「
子
育
て
支
援
政
策
の
拡
充
」

が
急
が
れ
る
中
、
保
護
者
負
担
軽
減

の
た
め
に
も「
財
政
調
整
基
金
」や

「
ふ
る
さ
と
阿
賀
野
市
応
援
基
金
」な

ど
も
活
用
し
て
、
来
年
度
予
算
で
率

先
し
て
学
校
給
食
費
無
償
化
を
実
施

す
る
べ
き
。

答
弁　
現
在
、
学
校
給
食
に
お
い
て

地
場
産
物
の
活
用
と
し
て
有
機
米
の

導
入
を
進
め
て
い
る
。
無
償
化
を
継

続
し
て
実
施
す
る
た
め
に
は
新
た
な

財
源
の
確
保
が
必
要
。
国
県
の
動
向

も
踏
ま
え
、
給
食
費
負
担
軽
減
と
産

業
支
援
の
複
合
的
な
実
施
を
検
証
し

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

新
風
あ
が
の

市
川　

英
敏

有
機
農
業
の
推
進
に

つ
い
て

質
問　
農
林
水
産
省
は
、
生
産
者
の

減
少
や
高
齢
化
、
温
暖
化
に
よ
る
自

然
災
害
の
大
規
模
化
な
ど
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
や
環
境
保
全
の
強
化
な
ど
、
持

続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
戦
略
的
な
取
り
組
み
の
方

向
性
を
示
し
、令
和
３
年
５
月
に「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」を
定

め
た
。

　
有
機
農
業
に
つ
い
て
は
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
耕
地
面
積
に
占
め
る
割

合
を
25
％
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
い
う
取
り
組
み
目
標
を
定
め

た
。

　
令
和
６
年
に
お
い
て
は
、
本
市
を

含
め
１
２
９
市
町
村
が
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。
地
元
で
生
産
さ
れ
る

堆
肥
を
活
用
し
て
、
有
機
米
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
更
に
有
機

農
業
を
推
進
し
て
い
る
現
状
と
来
年

度
に
向
け
て
の
取
り
組
み
方
針
を
伺

う
。

答
弁　
農
林
水
産
省
の
交
付
金
を
活

用
し
、
市
主
導
で
生
産
か
ら
消
費
ま

で
一
貫
し
た
産
地
づ
く
り
を
目
指
す

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
事
業
」に

取
り
組
ん
で
い
る
。
消
費
面
で
は
、

学
校
給
食
へ
の
有
機
米
の
試
験
供
給

を
令
和
７
年
１
月
に
実
施
す
る
計
画

で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
当

初
の
予
定
を
拡
大
し
て
市
内
全
小
中

学
校
で
１
か
月
間
行
う
予
定
で
あ

る
。

　
昨
年
度
か
ら
有
機
米
の
産
地
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
生
産
者

数
は
23
人
、
作
付
面
積
は
24
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
は
、
今
年
度
の
実
証
結
果

に
よ
り
効
果
が
確
認
で
き
た
省
力
化

に
資
す
る
機
械
の
導
入
を
検
討
し
て

お
り
、
引
き
続
き
有
機
米
の
生
産
拡

大
に
取
り
組
む
。
学
校
給
食
を
は
じ

め
と
し
た
子
育
て
支
援
、
新
規
就
農

者
の
移
住
・
定
住
対
策
、
環
境
に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
阿
賀
野

市
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

新
風
あ
が
の

披
田
野
勝
幸

降
雪
時
の
高
齢
者
世
帯

等
へ
の
支
援
体
制

質
問　
今
冬
は
大
雪
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
降
雪
時
の
高
齢
者
世
帯
等
へ

の
市
独
自
の
支
援
制
度「
雪
降
ろ
し

費
用
助
成
」「
玄
関
先
除
雪
支
援
事

業
」が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
が
十
分

活
用
で
き
る
よ
う
関
係
者
等
と
連
携

協
力
は
整
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁　
「
雪
降
ろ
し
費
用
助
成
」は
、

建
設
業
協
会
等
と
調
整
は
つ
い
た
。

「
玄
関
先
除
雪
支
援
事
業
」は
、
自
治

会
へ
制
度
等
を
周
知
し
、
15
自
治
会

か
ら
取
り
組
み
申
請
が
あ
る
。

質
問　
「
雪
降
ろ
し
費
用
助
成
」は
、

地
区
民
生
委
員
が
市
提
供
の
名
簿
を

基
に
取
り
ま
と
め
る
が
、
要
件
の
市

民
税
非
課
税
世
帯
が
分
か
ら
な
い
。

こ
の
対
応
策
は
。
民
生
委
員
が
い
な

い
自
治
会
対
応
を
伺
う
。

答
弁　
民
生
委
員
対
応
は
申
請
方
法

含
め
検
討
す
る
。
民
生
委
員
が
い
な

い
自
治
会
は
担
当
課
で
対
応
。
申
請

者
は
２
５
４
世
帯
で
認
定
世
帯
は
２

１
２
世
帯
、
対
応
業
者
は
51
社
・
３

組
合
で
あ
る
。

質
問　
「
玄
関
先
除
雪
」普
及
の
た

め
、
共
助
精
神
の
自
治
会
紹
介
を
し

て
は
ど
う
か
伺
う
。

答
弁　
自
治
会
長
会
議
で
も
周
知
し

た
。
自
治
会
の
支
え
合
い
活
動
推
進

に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の 

運
行
状
況

質
問　
本
年
10
月
か
ら
本
格
運
行
し

た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
市
民
か

ら
色
々
な
苦
情
を
聞
く
が
、
ど
の
よ

う
に
改
善
策
を
検
討
し
た
か
伺
う
。

答
弁　
運
行
面
で
利
用
者
に
迷
惑
を

か
け
た
が
、
運
行
事
業
者
・
シ
ス
テ

ム
会
社
と
課
題
解
消
に
向
け
た
対
応

を
し
た
。
今
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

質
問　

ま
だ
課
題
は
あ
る
よ
う
だ

が
、
早
急
な
改
善
策
を
考
え
て
い
る

か
。
近
隣
市
の
病
院
へ
の
要
望
が
あ

る
が
、
路
線
変
更
の
考
え
は
。
申
し

込
み
は
電
話
か
ス
マ
ホ
か
伺
う
。

答
弁　
改
善
策
を
講
じ
て
い
く
。
来

年
４
路
線
を
増
や
す
。
こ
の
際
近
隣

市
も
検
討
す
る
。

　

11
月
25
日
時
点
の
登
録
者
数
は
、

電
話
が
２
３
９
人
、
ウ
ェ
ブ
が
２
１

４
人
。

新
風
あ
が
の

天
野
美
三
男

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

質
問　
日
本
で
は
、
年
々
増
え
続
け

る
空
き
家
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
、
相
続
、
老
朽
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
絡
み
合
っ
て
い

る
。
空
き
家
問
題
が
引
き
起
こ
す
社

会
的
・
経
済
的
影
響
を
踏
ま
え
、
現

状
の
課
題
、
個
人
が
で
き
る
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
①�

自
治
会
を
通
じ
て
空
き
家
の
実

態
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
最
近

の
空
き
家
の
状
況
・
実
態
は

　
②�

問
題
と
な
っ
て
い
る「
放
置
空

き
家
」に
対
す
る
対
策

　
③�

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
問

い
合
わ
せ
や
成
約
状
況

　
④�

自
治
会
か
ら
の
空
き
家
に
対
す

る
環
境
整
備
な
ど
の
要
望
対
策

答
弁　
今
年
の
３
月
末
時
点
で
空
き

家
は
６
１
７
件
、
１
年
間
で
30
件
増

加
し
て
い
る
。
管
理
不
全
の
空
き
家

は
５
１
６
件
あ
り
、
１
年
間
で
22
件

増
加
し
て
い
る
。
管
理
さ
れ
ず
周
辺

に
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
空
き

家
は
速
や
か
な
対
応
・
改
善
を
指
導

し
て
い
る
。
市
で
は「
空
き
家
の
手

引
き
」を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
参

考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

公
の
施
設
等
の
活
用

に
つ
い
て

質
問　
公
の
施
設
は
、
普
通
地
方
公

共
団
体
が
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る

目
的
を
も
っ
て
そ
の
利
用
に
供
す
る

た
め
の
施
設
だ
が
、
人
口
減
に
よ
る

学
校
の
統
合
や
老
朽
化
等
に
よ
っ
て

閉
鎖
し
て
い
る
施
設
、
指
定
管
理
者

が
継
続
で
き
ず
に
休
止
し
て
い
る
施

設
等
が
全
国
的
に
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
多
い
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
の
活
用
・
休
止
・
取

り
壊
し
等
の
考
え
を
伺
う
。

　
①�

学
校
施
設
等
の
活
用
依
頼
や
問

い
合
わ
せ
は

　
②�

リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス
瓢
湖
の
利
用

状
況
・
公
募
状
況

　
③�

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ
か

ま
つ
荘
の
指
定
管
理
者
公
募
状

況

　
④�

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
さ
さ
か
み
荘
の
解
体

答
弁　
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画

に
掲
げ
る
施
設
保

有
量
の
適
正
化
に

向
け
、
企
業
等
へ

の
貸
付
、
譲
渡
、

売
却
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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一　般　質　問

無
会
派

遠
藤　

智
子

「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」の

福
祉
窓
口
導
入
に
つ
い
て

質
問　
市
役
所
の
窓
口
は
、
市
民
や

職
員
の
声
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。
お
互
い
の
声
が
届

き
づ
ら
い
状
況
で
も
円
滑
に
会
話
が

で
き
る
よ
う
、
福
祉
窓
口
に
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
を
設
置
す
る
自
治
体
が

見
ら
れ
る
。
高
齢
社
会
が
進
む
中
、

市
役
所
を
訪
れ
る
人
が
円
滑
に
会
話

で
き
る
よ
う
、
本
市
で
の
検
討
状
況

を
伺
う
。

答
弁　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、
耳

の
軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
音
を
伝
え
る

技
術
で
、
メ
リ
ッ
ト
は
、
音
漏
れ
が

少
な
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
役
立

つ
こ
と
や
手
入
れ
が
簡
単
で
衛
生
的

で
あ
る
な
ど
、
窓
口
で
も
利
用
し
や

す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本

市
で
は
、
会
話
が
聴
き
取
り
に
く
い

人
の
場
合
、
表
情
を
確
認
し
、
ゆ
っ

く
り
会
話
し
、
状
況
に
よ
り
筆
談
な

ど
で
対
応
し
て
い
る
。
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
の
設
置
は
、
既
に
設
置
し
て

い
る
自
治
体
に
聞
き
取
り
を
行
い
、

効
果
を
確
認
の
上
、
設
置
の
検
討
を

し
た
い
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種

費
用
助
成
に
つ
い
て

質
問　
６
月
議
会
の
答
弁
で
は
、
優

先
度
や
予
算
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
、
帯
状
疱
疹
を
含
め
た
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
の
検
討
を
進
め
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
加
齢
と
共
に
発
症
リ

ス
ク
が
高
ま
る
帯
状
疱
疹
の
予
防
接

種
費
用
は
高
額
で
あ
り
、
国
の
公
費

補
助
に
よ
る
定
期
接
種
化
ま
で
の

間
、
本
市
独
自
の
支
援
実
施
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
６
月
定
例
会
終
了
後
の
６
月

20
日
、
国
に
お
い
て
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
補
助
に
よ
る
定
期
接
種

化
が
決
定
さ
れ
た
。
帯
状
疱
疹
は
、

加
齢
等
を
含
め
た
自
己
免
疫
力
の
低

下
に
よ
っ
て
発
症
す
る
疾
病
で
、
他

人
に
感
染
し
て
発
病
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
定
期
接
種
化
の
実

現
ま
で
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

免
疫
力
を
下
げ
な
い
よ
う
に
普
段
の

健
康
づ
く
り
を
心
掛
け
、
帯
状
疱
疹

を
発
症
し
た
際
は
早
め
に
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
に
努
め
た

い
。

新
風
あ
が
の

風
間　

輝
榮

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
に
つ
い
て

質
問　

個
人
負
担
３
，８
０
０
円
に

な
っ
て
接
種
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁　
10
月
の
接
種
者
数
は
２
５
６

人
。
11
月
以
降
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
者
が
増
え
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
の

因
果
関
係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

後
遺
症
に
悩
む
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答
弁　
今
年
度
、
後
遺
症
の
相
談
は

な
か
っ
た
が
、
か
か
り
つ
け
医
や
近

隣
の
医
療
機
関
に
相
談
し
て
い
た
だ

く
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

教
育
現
場
に
お
け
る 

保
護
者
対
応
に
つ
い
て

質
問　
保
護
者
か
ら
の
要
望・苦
情・

理
不
尽
な
ク
レ
ー
ム
は
年
間
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

答
弁　
11
月
中
旬
ま
で
に
、
市
内
11

校
合
計
で
苦
情
は
55
件
、
理
不
尽
な

ク
レ
ー
ム
は
12
件
。

質
問　
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め

の
専
用
窓
口
設
置
は
考
え
て
い
る
の

か
。

答
弁　

教
育
委
員
会
が
窓
口
と
な

り
、
回
答
指
導
や
協
同
対
応
で
支
援

し
て
い
る
。
現
状
の
体
制
を
維
持
し

て
い
く
。

空
き
家「
自
治
会
応
援 

資
金
」の
設
置
に
つ
い
て

質
問　
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
自
治

会
に
、
必
要
な
経
費
を
支
援
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

答
弁　
現
段
階
で
は
経
費
負
担
を
含

め
た
支
援
制
度
の
構
築
に
至
っ
て
い

な
い
。
検
討
を
進
め
て
い
く
。

農
振
除
外
に
つ
い
て

質
問　
大
型
店
の
進
出
に
よ
り
、
残

さ
れ
た
農
地
の
農
振
除
外
を
し
て
、

民
間
企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
県
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ

る
の
で
、
協
議
期
間
が
相
当
程
度
必

要
で
あ
る
。

公
明
党

村
上　

清
彦

観
光
振
興
に
つ
い
て

質
問　

近
年
で
は
地
域
を
豊
か
に

し
、
持
続
可
能
な
観
光
産
業
を
実
現

す
る
た
め
、
稼
ぐ
と
い
う
こ
と
に
着

目
し
た
戦
略
的
な
仕
組
み
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
本

格
的
な
回
復
を
見
据
え
、
地
方
へ
の

誘
客
を
促
進
す
る
た
め「
地
方
に
お

け
る
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
地
づ
く
り
事
業
」を
打
ち
出
し
、

11
か
所
の
モ
デ
ル
観
光
地
を
昨
年
選

定
。
こ
の
９
月
に
は「
越
後
山
脈
と

交
流
の
海・日
本
海
が
も
た
ら
し
た
、

今
も
息
づ
く
日
本
の
原
風
景
」を
コ

ン
セ
プ
ト
と
す
る
佐
渡
・
新
潟
エ
リ

ア
が
モ
デ
ル
観
光
地
に
追
加
選
定
さ

れ
た
。
県
知
事
は
、
関
係
自
治
体
や

事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
と
コ
メ
ン
ト
を
発
表
。
今
月

中
に
は
関
係
者
が
集
ま
り
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
る
と
の
こ

と
。
こ
れ
を
機
に
本
市
で
も
戦
略
を

立
て
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
観

光
を
稼
げ
る
産
業
に
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺

う
。

答
弁　
県
に
お
い
て
は
、
モ
デ
ル
観

光
地
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
弾
み
と
し

て
、１
人
当
た
り
の
消
費
額
を
上
げ
、

地
域
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
を
進
め
て
い
く
計
画

で
あ
り
、
現
在
は
、
本
市
を
含
む
県

内
お
よ
び
会
津
若
松
エ
リ
ア
の
宿
泊

事
業
者
等
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受

入
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
選
定
さ
れ
た
佐
渡
・
新

潟
エ
リ
ア
は
新
潟
県
全
体
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
県
の
取
り
組
み

に
同
調
し
、近
隣
市
町
村
、事
業
者
、

市
観
光
協
会
等
と
連
携
を
図
り
、
市

内
へ
の
誘
客
・
消
費
を
促
進
す
る
た

め
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構

築
、
地
域
の
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
一
貫
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
で
有

機
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
取
り
組
み

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

新
風
あ
が
の

菅
原　

道
明

阿
賀
野
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問　

こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題

と
、
今
後
の
進
展
に
つ
い
て
。

答
弁　
庁
内
外
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る

た
め
、
令
和
３
年
９
月
に
阿
賀
野
市

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策
定
し
、
推
進
し

て
き
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

証
明
書
等
の「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
」の
導
入
な
ど
。
こ
れ
ま
で
の

課
題
と
し
て
は
、
庁
内
全
体
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
苦
手
意
識

や
、
日
々
進
歩
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

や
活
用
ノ
ウ
ハ
ウ
等
に
係
る
知
識
の

不
足
な
ど
。
庁
内
全
体
の
マ
イ
ン
ド

醸
成
を
起
点
と
し
た
取
り
組
み
、
推

進
体
制
の
強
化
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
。
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
庁

内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
職
員
の
執

務
環
境
の
改
善
、
電
子
決
裁
と
電
子

請
求
機
能
を
有
し
た
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
へ
の
更
新
や
電
子
決
裁
機
能
を

有
し
た
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
計

画
を
策
定
し
、
庁
内
に
お
け
る
キ
ー

マ
ン
の
育
成
を
図
り
、
更
な
る
Ｄ
Ｘ

推
進
に
努
め
る
。

質
問　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

状
況
に
つ
い
て
。���������������������������������������������������������������������

答
弁　
現
在
運
用
の
本
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
令
和
２
年
12
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
更
新
状
況
は
、

各
業
務
担
当
部
署
長
に
権
限
を
持
た

せ
、
重
要
事
項
を
除
い
て
担
当
部
署

の
判
断
で
情
報
を
掲
載
し
、
更
新
で

き
る
。
な
お
、
現
在
は
、
時
期
が
経

過
し
た
情
報
や
新
し
い
も
の
に
更
新

さ
れ
て
い
な
い
情
報
が
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
担
当
部
署
ご
と
に
確
認

し
て
い
る
が
、
今
後
は
チ
ェ
ッ
ク
体

制
強
化
の
た
め
定
期
的
に
確
認
す
る

こ
と
と
し
て
、
そ
の
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民

の
皆
さ
ま
へ
は
生
活
や
安
全
・
安
心

に
関
わ
る
よ
う
な
情
報
を
中
心
に
、

市
外
へ
は
観
光
や
移
住
定
住
、
イ
ベ

ン
ト
等
に
関
す
る
情
報
発
信
に
努
め

る
。
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一　般　質　問

新
風
あ
が
の

遠
藤　
　

孝

令
和
７
年
内
水
原
バ
イ
パ
ス

全
線
開
通
に
つ
い
て

質
問　
全
線
開
通
に
伴
う
市
の
変
化

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
市
民
生
活
の
分
野
で
は
、
新

潟
市
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
居

住
地
と
し
て
の
利
便
性
向
上
に
よ
る

人
口
増
や
、
搬
送
時
間
短
縮
が
期
待

で
き
る
。
観
光
分
野
で
は
、
道
の
駅

あ
が
の
を
拠

点
と
し
、
人

を
呼
び
込
み
、

市
内
周
遊
観

光
を
向
上
さ

せ
る
。
産
業

分
野
で
は
、

東
部
産
業
団

地
か
ら
新
潟
市
や
新
潟
空
港
、
新
潟

港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
、
地

域
産
業
の
発
展
と
物
流
面
で
の
利
便

性
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。
農
業
分
野

で
は
、
道
の
駅
あ
が
の
へ
の
来
場
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
登
録
者
に
売
れ
て
い
る
農
作
物

を
配
信
す
る
こ
と
で
、
農
産
物
直
売

所
が
農
家
所
得
の
向
上
の
た
め
の
重

要
な
施
設
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
有
機
農
産
物
の
販
売
ブ
ー
ス

を
設
け
る
計
画
も
あ
り
、
農
業
者
支

援
を
強
化
し
て
い
く
。

　
水
原
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
効
果
が
波

及
す
る
よ
う
、
開
通
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
る
。

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

あ
か
ま
つ
荘
に
つ
い
て

質
問　
休
館
し
て
か
ら
年
々
施
設
の

老
朽
化
が
進
む
と
思
う
が
、
市
と
し

て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

休
館
し
て
か
ら
空
調
設
備
、

温
泉
の
ポ
ン
プ
や
ボ
イ
ラ
ー
設
備
等

の
機
器
を
稼
働
さ
せ
て
い
な
い
た

め
、
設
備
機
器
の
老
朽
化
は
進
ん
で

い
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
今
後

は
、
第
三
者
検
討
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
提
言
書
の
内
容
を
尊
重
し
、
運
営

希
望
者
を
募
集
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

鳥
獣
問
題
に
つ
い
て

質
問　
市
と
し
て
の
役
割
と
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
有
害
鳥
獣
の
目
撃
状
況
は
昨

年
よ
り
増
え
て
い
る
の
で
、
農
作
物

等
へ
の
被
害
防
止
の
た
め
、
被
害
防

止
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く

被
害
防
止
施
策
を
行
う
。
ま
た
、
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
を

行
い
、
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
の
減
少

に
努
め
て
い
く
。

無
会
派

天
野　

市
榮

前
市
政
か
ら
の
引
継

事
項
へ
の
対
応
は

質
問　
市
長
の
任
期
中
に
優
先
的
に

取
り
組
み
た
い
も
の
は
何
か
。

答
弁　
特
に
な
い
。

質
問　
あ
が
の
市
民
病
院
を
運
営
し

て
い
る
県
厚
生
連
に
提
供
を
求
め
て

い
る
政
策
的
医
療
４
項
目
中
、
２
次

救
急
医
療
と
小
児
・
産
科
医
療
体
制

の
確
保
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
と
引

継
書
に
は
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
対
応
は
。

答
弁　

２
次
救
急
医
療（
救
急
告
示

復
活
）に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県

厚
生
連
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

質
問　

高
齢
福
祉
課
の「
処
分
未
了

事
項
」と
市
民
生
活
課
の「
将
来
企
画

す
べ
き
事
項
」と
し
て
挙
げ
て
い
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
件
名
や
内
容
の

全
て
が
不
開
示（
墨
塗
、「
の
り
弁
当
」

状
態
）に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
よ
う
な
理
由
で
不
開
示
と
し

た
の
か
。

答
弁　
い
ず
れ
も
市
情
報
公
開
条
例

第
11
条
第
３
号（
公
開
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
情
報
）に
該
当
し
、
開
示

す
る
と
当
該
事
務
事
業
に
著
し
い
支

障
が
生
ず
る
た
め
。

選
挙
公
約
の
新
年
度

予
算
へ
の
反
映
は

質
問　

新
年
度
予
算
編
成
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　
１
月
に
予
算
査
定
、
２
月
に

予
算
説
明
会
を
実
施
。

質
問　
選
挙
公
約
と
し
て
の
具
体
的

政
策
と
は
何
か
。

答
弁　

政
策
チ
ラ
シ「
加
藤
ひ
ろ
ゆ

き
の『
約
束
』」に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
選
挙
公
約
と
し
て
政
策
チ
ラ

シ
に
掲
載
し
た「
ひ
と
り
親
家
族
へ

の
支
援
拡
充
」「
高
齢
者
予
防
接
種

事
業
の
強
化
」「
熱
中
症
対
策
エ
ア

コ
ン
購
入
費
助
成
事
業
の
拡
充
」な

ど
の
予
算
化
に
向
け
た
決
意
は
。

答
弁　
総
合
計
画
や
予
算
編
成
方
針

を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
す
る
。

質
問　

市
長
選
投
票
日
前
日（
４
月

20
日
）の
地
元
紙
に
掲
載
さ
れ
た「
小

中
学
校
給
食
費
の
段
階
的
な
無
償

化
」と
は
、
前
市
長
が
予
算
措
置
し

た
現
在
の
３
分
の
１
補
助
を
拡
充
す

る
と
い
う
意
味
か
。

答
弁　
「
保
護
者
の
給
食
費
負
担
軽

減
」と
い
う
意
味
。
６
月
定
例
会
で

の
清
野
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

○ �○ �一般質問は１人 60分の持ち時間の中で、質問と答弁のや
り取りが繰り返されます。議会だよりに掲載している内
容は質問議員がまとめたもので、要旨を掲載しています。

○ �○ �議員氏名左側の二次元コードをスマートフォンなどで読
み取ると、市ホームページの市議会の映像配信のページ
でその議員の定例会での一般質問のやり取りが視聴でき
ます。

○ �○ �一般質問の詳細については、会議録または市ホームペー
ジでご覧いただけます。12月定例会分は３月上旬に公開
予定です。会議録は、市立図書館、各支所、市役所ロビー
に用意してあります。

　10月21日に埼玉県飯能市議会経済建設委員会の皆さまが来庁され、「道の
駅あがの」について研修を行いました。
　本市建設課担当者から説明を受けた後、「道の駅あがの」を見学されました。

　11月８日に福島県喜多方市議会会派「社民クラブ」の皆さまが来庁され、
「有機農業の取組」について研修を行いました。
　本市農林課担当者から説明を受けました。

10月21日　埼玉県飯能市議会

11月８日　福島県喜多方市議会

ようこそ阿賀野市へ ようこそ阿賀野市へ 行政視察受入れ行政視察受入れ
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８月臨時会

工事請負契約の締結について
笹神体育館に太陽光発電設備や蓄電池、LED照明、高効率空調設備を整備し、平時のCO2削減と非常災害時の避難所機能の向上を図るため、契
約を締結するものです。

９月定例会

一般会計補正予算（第２号）
○交通安全対策事業費　54万円
自転車用ヘルメット購入補助事業の実施に伴い計上。

○放課後児童クラブ運営事業費　270万円
コスモス児童クラブの照明設備改修（LED化）や水道設備老朽化のため工事費用を増額計上。

○空き家対策事業費　200万円
管理不全空き家において天候や劣化等の状況により今後緊急安全措置が見込まれることなどから委託料を増額計上。

○瓢湖水きん公園維持管理事業費　290万円
転落防止柵の設置や瓢湖観察舎の雨漏り修繕工事に必要な費用を増額計上。

○水原野球場維持管理事業費　600万円
スコアボード大時計の取り換えやメインスタンドの再塗装費用を計上。

阿賀野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する内閣府令の施行に伴い、４・５歳児や３歳児の保育士配置基準について、所要
の改正を行うものです。

阿賀野市露店市場条例の一部改正について
露店市場の基準について、露店の構造が組立式に限定されていたところ、キッチンカー等であっても状況に応じて出店できるようにするため、
所要の改正を行うものです。

議案ピックアップ 提案された議案について、さまざまな視点から審議を重ねます。
８月臨時会・９月定例会で審議した議案の中からお知らせします。

９月定例会が
９月３日～20日の
会期で開かれました

３日　本会議
■一般行政報告　
■議案の提案説明
■一般質問１日目（４人が質問）

４日　本会議
■一般質問２日目（５人が質問）

９～11日　各常任委員会
■委員会に付託された議案等を審査

20日　本会議
■ �決算審査特別委員会、各常任委員会
の審査報告の後、討論を経て採決
※議決結果は11ページ

13～18日　決算審査特別委員会
■令和５年度各会計決算を審査

ここからここから
８月臨時会・９月定例会８月臨時会・９月定例会

８月５日に臨時会が
開かれました

令和５年度各会計の決算状況

一般会計ほか７会計決算を認定

令和５年度決算審査

　令和５年度一般会計ほか７会計の歳入歳出決算は、議長を除く全議員で構成される決算審査特別委員会に付託され、
３日間にわたり慎重審査を行い、本会議最終日に採決の結果、いずれも認定されました。

（千円未満切り捨て）

会計名 歳入総額 歳出総額

一般会計 247億4,187万円 234億8,202万円

国民健康保険特別会計 41億7,170万円 41億4,057万円

後期高齢者医療特別会計 9億1,908万円 9億897万円

介護保険特別会計 54億7,496万円 52億5,132万円

押切外四ヶ大字財産区特別会計 685万円 442万円

水道事業会計
収益的収入 12億9,402万円�� 収益的支出 11億3,812万円

資本的収入 3億7,112万円 資本的支出 10億1,765万円

下水道事業会計
収益的収入 18億1,401万円 収益的支出 17億4,220万円

資本的収入 11億9,594万円 資本的支出 16億1,549万円

病院事業会計
収益的収入 4億1,272万円 収益的支出 7億5,071万円

資本的収入 6億6,628万円 資本的支出 7億6,148万円
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常任委員会の活動 令和６年10月までは、市の仕事を３つに分け、関係する議案等の審査や調査を行いました。

８月臨時会、９月定例会の議決結果をお知らせします

全会一致で議決した議案等
８月５日臨時会

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

そ
の
他

工事請負契約の締結について
（阿賀野市笹神体育館再生可能エネルギー設備等導入工事） 省略 可決

９月定例会
議 案 名 審査した

委員会※
議決
結果

条
例

阿賀野市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正について 社厚 可決
阿賀野市国民健康保険条例の一部改正について 社厚 可決
阿賀野市露店市場条例の一部改正について 産建 可決

その他 字の変更について 総文 可決

請
願

「私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成
の増額・拡充を求める意見書」の採択を求める請願 総文 採択

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める意見書
提出に関する請願 社厚 採択

発
議

阿賀野市議会委員会条例の一部改正について ― 可決
阿賀野市議会会議規則の一部改正について ― 可決
私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の
増額・拡充を求める意見書の提出について 総文 可決

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める意見書
の提出について 社厚 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

令
和
５
年
度
決
算

阿賀野市一般会計決算の認定について
阿賀野市国民健康保険特別会計決算の認定について
阿賀野市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
阿賀野市介護保険特別会計決算の認定について
阿賀野市押切外四ヶ大字財産区特別会計決算の認定について
阿賀野市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について*
阿賀野市下水道事業会計決算の認定について
阿賀野市病院事業会計決算の認定について

決算
認定
*可決

・認定

令
和
６
年
度
補
正
予
算

阿賀野市一般会計補正予算（第２号）
総文
社厚
産建

可決

阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 社厚 可決
阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第１号） 社厚 可決
阿賀野市一般会計補正予算（第３号） 省略 可決

条
例

阿賀野市一般旅券印紙等購買基金条例の一部改正について 社厚 可決
阿賀野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例の一部改正について 社厚 可決
阿賀野市老人医療費助成に関する条例の一部改正について 社厚 可決

令
和
６
年
７
月
24
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

閉
校
し
た
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

廃
校
施
設
の
現
状

　
平
成
21
年
度
に
寺
社
小
学
校
と
大

和
小
学
校
、
平
成
26
年
度
に
前
山
小

学
校
、
平
成
29
年
度
に
山
手
小
学
校

と
赤
坂
小
学
校
、
そ
し
て
令
和
５
年

度
に
分
田
小
学
校
と
安
田
幼
稚
園
、

出
湯
保
育
園
が
閉
校
・
閉
園
と
な

り
、
令
和
６
年
３
月
31
日
の
時
点

で
、
小
学
校
が
６
校
、
幼
稚
園
・
保

育
園
が
２
園
、
計
８
つ
の
施
設
が
閉

校
・
閉
園
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
利
用
状
況

　
寺
社
小
学
校
と
大
和
小
学
校
の
校

舎
は
、
旧
耐
震
基
準
に
よ
る
建
築
物

で
あ
る
た
め
安
全
性
の
担
保
が
取
れ

て
お
ら
ず
、
常
時
人
が
入
居
す
る
状

態
で
の
貸
し
付
け
等
は
現
在
控
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
利
用
で
き
る

施
設
は
、
一
般
企
業
へ
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
る
赤
坂
小
学
校
と
、
定

期
利
用
団
体
が
使
用
し
て
い
る
大
和

小
学
校
、
前
山
小
学
校
体
育
館
、
山

手
小
学
校
、
分
田
小
学
校
体
育
館
を

除
く
と
、
寺
社
小
学
校
体
育
館
、
前

山
小
学
校
校
舎
、
分
田
小
学
校
校

舎
、
安
田
幼
稚
園
、
出
湯
保
育
園
の

５
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
進
行
中
の
ア
ク
シ
ョ
ン

　
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

廃
校
施
設
を
紹
介
し
て
い
る
「
み
ん

な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
掲

載
や
、
市
独
自
で
実
施
し
て
い
る
公

募
型
の
提
案
募
集
・
対
話
型
の
市
場

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

課
題

　
施
設
の
老
朽
化
や
体
育
館
の
避
難

所
・
定
期
利
用
団
体
利
用
に
よ
り
提

案
者
の
意
向
に
沿
っ
た
貸
し
出
し
が

で
き
な
い
こ
と
や
、
交
通
網
が
乏
し

く
立
地
条
件
が
悪
い
こ
と
、
比
較
的

新
し
い
施
設
の
貸
出
料
が
割
高
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　
廃
校
と
な
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
施
設
で
あ
る
た
め
、
地
域
の

意
向
を
第
一
に
確
認
し
、
有
益
と
な

る
利
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

【
意
見
集
約
】

　
廃
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
交

流
の
場
所
や
避
難
場
所
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
・
番
楽
の
活
動
の
場
な
ど
に

使
用
で
き
る
よ
う
検
討
が
必
要
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
全
国
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
も
、

①
雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ
る
事
業

②
産
業
振
興
が
図
ら
れ
る
事
業

③
福
祉
の
推
進
が
図
ら
れ
る
事
業

④
人
材
の
育
成
が
図
ら
れ
る
事
業

⑤�

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
交
流
が

図
ら
れ
る
事
業

⑥�

そ
の
他
、
地
域
の
振
興
に
資
す
る

事
業

な
ど
多
様
な
活
用
事
例
が
あ
り
、
有

効
な
活
用
方
法
が
見
出
せ
れ
ば
、
地

域
の
振
興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
、
地
域
経
済
の
発
展
な
ど
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

総
務
部
所
管
（
市
政
全
般
の
企
画
・
調
整
、
財
務
、
市
税
、
防
災
等
）

や
教
育
、
消
防
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
課
題
と

し
て
、
廃
校
施
設
が
将
来
的
な
財
政

負
担
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

無
償
譲
渡
や
補
助
金
の
交
付
を
併
せ

た
譲
渡
な
ど
の
条
件
を
提
示
し
、
期

限
を
決
め
て
活
用
先
を
募
り
、
応
募

が
な
け
れ
ば
解
体
費
用
と
将
来
の
維

持
管
理
費
用
を
考
慮
し
た
上
で
解
体

の
検
討
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
遊
休
市
有
財
産
を
有
効
活
用
し
、

民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
一
体
的
整

備
や
民
間
へ
の
貸
与
、
売
却
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
財
源
確
保

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
さ

れ
る
た
め
、
今
後
の
廃
校
施
設
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
振
興
や

活
性
化
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、

交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
や
地

域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出
す

よ
う
な
活
用
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

９月定例会

議 案 名
審
査
し
た

委
員
会
※

議
決
結
果

公明党 日本共産党 新風あがの 会派の所属なし
村
上　
清
彦

宮
脇　
雅
夫

岡
部　
直
史

松
﨑　
良
繼

山
口　
功
位

風
間　
輝
榮

天
野
美
三
男

大
滝　
　
勝

百
都　
順
也

遠
藤　
　
孝

荒
澤　
浩
和

遠
藤　
智
子

近
山　
　
修

清
野　
栄
一

発
議

介護保険制度における訪問介護の基本報酬減額を早急に見直すことを国に求める意見書の提出について 社厚 否決 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × 欠 〇

討　論
（要旨）

反対意見 訪問介護等、高い志を持って高齢福祉に携わっている方々に心から敬意を表するが、阿賀野市議会として国に意見書を提出するのであれば、委員会で「調査」と「検証」を実施
して、より具体的に意見を取りまとめてから意見書を提出するべき。

賛成意見 訪問介護事業所は４割が３年連続赤字で、加算措置があったとしてもカバーできない。６月の衆議院厚生労働委員会で政権与党も含めて見直しを求める決議が上がっている。
この意見書を否決することは引き下げが結構だと表明することにほかならず、採択を強く求める。

意見が分かれた議案等
〇：賛成　×：反対　議長（市川英敏）は採決には加わりません。

※省略：本会議で即決したもの　　―：委員会に付託しないもの
　総文：総務文教常任委員会　　社厚：社会厚生常任委員会���　産建：産業建設常任委員会
　決算：決算審査特別委員会
◆各委員会における審査結果は、市ホームページで見ることができます。　

旧赤坂小学校内を視察する委員旧赤坂小学校内を視察する委員
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常任委員会の活動

令
和
６
年
７
月
４
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

瓢
湖
水
き
ん
公
園
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

瓢
湖
水
き
ん
公
園
の
現
況

（
１
）
駐
車
場

　
　

�　
市
営
駐
車
場
ほ
か
３
か
所
、

３
７
１
台

（
２
）
公
衆
ト
イ
レ

　
　

�　
市
営
駐
車
場
ト
イ
レ
ほ
か
３

か
所
、
男
性
用
９
基
、
女
性
用

５
基
、
障
が
い
者
用
３
基
（
う

ち
、
２
基
女
性
用
と
兼
用
）

（
３
）
白
鳥
公
園
遊
具

　
　

�　

複
合
遊
具
ほ
か
12
基
（
東

屋
、
築
山
を
含
む
）

（
４
）
野
外
ス
テ
ー
ジ

　
　

�　
平
成
４
年
度
建
設
。
電
源
や

放
送
機
材
を
完
備
し
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
「
朝
の
ラ
ジ
オ
体

操
」
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
５
）
白
鳥
の
里

　
　

�　
平
成
４
年
度
建
設
。
令
和
元

年
度
ま
で
白
鳥
資
料
館
と
し

て
、
白
鳥
の
渡
来
期
間
（
10
月

か
ら
３
月
ま
で
）
に
開
館
し
て

い
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
か
ら

休
館
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の

施
設
の
在
り
方
を
協
議
し
て
い

ま
す
。

（
６
）�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
瓢

湖
憩
の
家

　
　

�　
昭
和
52
年
建
設
。
建
築
か
ら

40
年
経
過
し
、
劣
化
が
進
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度

に
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

を
活
用
し
、
改
修
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
か
ら

は
、
公
園
管
理
事
務
所
の
執
務

室
と
し
て
一
部
使
用
し
て
い
ま

す
。

今
後
の
瓢
湖
水
き
ん
公
園
の
整
備

計
画
に
つ
い
て

　
公
園
長
寿
命
化
計
画
中
の
瓢
湖
水

き
ん
公
園
整
備
計
画
と
し
て
、
平
成

26
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
実
施

し
た
こ
と
で
一
区
切
り
と
な
り
ま
す

が
、
阿
賀
野
市
の
重
要
な
観
光
地

「
瓢
湖
」
で
あ
る
た
め
、
そ
の
後
も

必
要
と
な
る
施
設
整
備
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
新
た
な
公
園
整
備

計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
意
見
集
約

　
平
成
26
年
度
か
ら
10
年
を
か
け
て

公
園
整
備
計
画
に
基
づ
き
環
境
整
備

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の

所
管
事
務
調
査
実
施
に
よ
り
、
瓢
湖

水
き
ん
公
園
が
抱
え
る
諸
課
題
が
判

明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
各
委
員
か
ら
の
質
疑
・
意
見
等
も

産
業
建
設

常
任
委
員
会

産
業
建
設
部
所
管
（
道
路
、
河
川
、
商
工
業
、
農
業
、
観
光
、
公
園
、

上
下
水
道
等
）
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

踏
ま
え
、
今
後
、
新
た
な
公
園
整
備

計
画
を
策
定
し
て
、
予
算
確
保
も
含

め
、
優
先
順
位
を
考
慮
し
つ
つ
、
必

要
で
あ
れ
ば
民
間
か
ら
の
寄
付
を
募

る
な
ど
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、
改

善
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
白
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
、

魅
力
あ
る
自
然
豊
か
な
観
光
地
「
瓢

湖
」
を
守
り
、
つ
な
ぐ
、
日
々
地
道

な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

瓢湖を視察する委員瓢湖を視察する委員

展
示
状
況
に
つ
い
て

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
閉
校
と

な
っ
て
い
た
旧
山
手
小
学
校
に
市
内

各
地
区
の
旧
資
料
館
・
博
物
館
等
の

資
料
を
集
め
て
令
和
３
年
４
月
に
開

館
し
、
令
和
６
年
度
で
４
年
目
と
な

り
ま
す
。

　
１
階
に
は
、
市
ゆ
か
り
の
人
物
紹

介
を
は
じ
め
、
市
内
各
遺
跡
か
ら
の

出
土
品
な
ど
発
掘
調
査
の
成
果
を
公

開
し
て
い
る
地
質
・
考
古
展
示
の
ほ

か
、
豊
富
な
資
料
を
テ
ー
マ
ご
と
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
焼
物
」

「
学
校
」「
く
ら
し
」「
農
業
」
の
４
室

か
ら
な
る
展
示
や
産
業
展
示
と
し
て

「
瓦
」
の
展
示
な
ど
、
全
６
空
間
の

展
示
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
昔
の
暮

ら
し
を
懐
か
し
む
展
示
で
は
、
阿
賀

野
市
の
古
く
か
ら
の
暮
ら
し
を
表
現

し
、
小
学
３
年
生
等
の
総
合
学
習
に

も
対
応
し
た
展
示
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
階
・
３
階
は
、
民
具
を
は
じ
め

豊
富
な
資
料
を
「
収
蔵
展
示
」
と
し

て
各
種
分
類
ご
と
に
整
理
を
行
い
、

学
校
の
総
合
学
習
や
収
蔵
庫
展
等
の

企
画
展
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

開
館
案
内
に
つ
い
て

　

開
館
は
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

５
人
以
上
で
１
週
間
前
ま
で
に
予
約

を
す
れ
ば
、
平
日
で
も
観
覧
可
能
で

す
。

企
画
展
に
つ
い
て

　
毎
年
度
、
企
画
展
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
等

と
連
携
を
取
り
、
市
の
歴
史
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

入
館
者
の
推
移
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
の
企
画
展
が
新
潟
県

と
下
越
の
５
市
町
村
合
同
で
開
催
し

好
評
だ
っ
た
た
め
、
入
館
者
数
が
増

え
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
は
夏
場

の
猛
暑
が
影
響
し
、
入
館
者
数
が
減

少
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
施

設
が
旧
小
学
校
を
利
用
し
て
い
る
た

め
エ
ア
コ
ン
等
の
設
備
が
な
く
、
そ

の
よ
う
な
状
況
の
下
で
開
館
し
て
い

る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

来
館
者
の
割
合
に
つ
い
て
、
開
館

当
初
は
市
内
か
ら
が
６
割
ほ
ど
で
し

た
が
、
現
在
は
市
内
か
ら
と
市
外
か

ら
が
お
お
む
ね
半
々
の
状
況
で
す
。

今
後
に
つ
い
て

　

来
館
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

「
予
想
以
上
に
展
示
物
が
多
く
て
楽

し
め
た
」「
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
が
あ

り
興
味
深
い
。
見
応
え
が
あ
っ
た
」

等
、
非
常
に
好
意
的
な
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
、「
ま
た
来
た
い
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
施
設
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

旧
小
学
校
を
利
用
し
て
い
る
の

で
、
施
設
の
整
備
や
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
の
検
討
を
し
な
が
ら
、
今

後
の
資
料
館
の
方
針
等
を
定
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑
・
委
員
会
意
見

　
説
明
を
受
け
た
後
、
委
員
か
ら
は

入
場
者
数
や
展
示
内
容
、
企
画

展
、
看
板
の
設
置
等
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
資
料
館
の
展

示
・
企
画
等
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ

て
お
り
、
見
や
す
く
大
変
良
く
な
っ

て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
が
な
い
こ
と
で

施
設
面
の
問
題
は
あ
る
が
、
ま
ず
は

資
料
館
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
。
来
て
も
ら
え
れ
ば
、
良
さ
は
分

か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
。
看
板
の

設
置
方
法
や
実
体
験
が
で
き
る
よ
う

な
展
示
内
容
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て
ほ
し
い
と

意
見
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
厚
生

常
任
委
員
会

民
生
部
所
管
（
福
祉
、
介
護
、
子
ど
も
、
保
健
、
医
療
、
環
境
、
生

涯
学
習
等
）
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

令
和
６
年
７
月
25
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

阿
賀
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
現
況
と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

資料館内で説明を受ける委員資料館内で説明を受ける委員
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一　般　質　問

令和６年７月11日・12日に視察研修を行いました
長野県須坂市
・新規就農者支援事業について
・ 「須坂フルーツ発泡酒」を核とした果樹振興と賑わい創出事業について
新規就農者支援事業について
　須坂市では、果実栽培が農家数の69％、農業産出額の88％を占め、近年のシャインマスカッ
トやナガノパープルなどが高騰し、農業産出額は右肩上がりとなっています。
　新規就農者の支援では、市とJA合同就農相談会の実施や市単独での体験会、１泊1,000円で
宿泊可能な施設の提供を行っています。県が行っている里親研修では、就農相談や体験、研修
先の検討を経て原則２年間の研修につなげ、その間に農地・機械の準備等や市補助金の交付、
独立後の支援として新規就農者の会が組織されています。平成21年度から令和５年度までの間
で34組の新規就農者が誕生し、離農者はいないそうです。
　須坂市は儲かる農業を目指しています。千曲川沿いの恵まれた土壌・気象条件、誇れる果樹
生産力、最先端の研究環境、後継者づくりなど、長年にわたり関係者の日々たゆまぬ努力で今
の須坂市（フルーツ王国）を築いていると感じました。

「須坂フルーツ発泡酒」を核とした果樹振興と賑わい創出事業について
　須坂市は昼夜の寒暖差が大きく、降水量が少ない、同じような気候のハリウッドにちなんで
須高地区（須坂市・小布施町・高山村）を「フルーツハリウッド」と称し宣伝しています。平成28
年から国の地方創生加速化交付金事業を活用して信州須坂フルーツエール（発泡酒）推進協議会
を設立し、市公共施設を改修して須坂フルーツ発泡酒を醸造しました。現在では、県内外取扱
店数が130店舗、ふるさと納税の返礼品や首都圏の飲食店オーナー、小売店バイヤーを対象に
販路拡大を図り、製造量は年々右肩上がりとなっています。　
　国の交付金事業を有効に活用しながら「信州須坂フルーツエール」の開発・販売により一層の
果実振興を図り、新規就農者・農業後継者の増加や市内飲食店などの販売収益増加を目指して
います。
　今後の課題としては、取扱店200店舗を目指しSNSで積極的にPRしていきたいと担当者の意
気込みを感じました。

長野県上田市
・空き家セカンドユース事業について
空き家セカンドユース事業について
　上田市は人口151,899人の都市で、総務省による平成30年住宅・土地統計調査では、
13,060戸（空き家率17.1％）の空き家のうち、半分が長期不在または取壊し予定の住宅です。
上田市では、主に①老朽危険空家解体・利活用事業補助金、②空き家情報バンク事業、③空き
家セカンドユース事業の３つの事業を構築しました。令和２年に９団体と空き家等対策に関す
る協定を締結し、さらに上田市空家等対策協議会を設立しました。空き家を不動産業者が購入・
リフォームした後、移住者等に賃貸物件として原則５年間提供することで、賃貸を目的とした
物件が少なく、賃貸を目的とした空き家を探している人が多いというギャップについて、官民
連携により解決する仕組みを全国初で実施しています。
　「空き家対策」は全国自治体の重要課題であります。解消に向けて自治会と情報の共有を図り、
日々の地道な取り組みが必要です。今後は自治体の財政カ・首長のやる気により地域間格差の
一層進展が懸念されると感じました。

令和６年７月２日・３日に視察研修を行いました
○茨城県境町
・自動運転バスについて
　境町では、人口減少や高齢化が進み、町が衰退していました。鉄道がないため高齢者の免許
返納も進まず、二次交通が必要だと考えていたところ、町長がネット記事で自動運転バスの試
運転の記事を見つけたことがきっかけで、自動運転バスの導入・運行が開始されました。また、
経費については、ふるさと納税や国からの補助金で賄っています。
　自動運転バスは時速20㎞で走行していますが、苦情等はなく、走行ルートの路上駐車も減少
しており、ルートの新設・延伸の要望が来ているとのことでした。また、高齢者の免許返納率
も上昇しているとのことでした。

意見集約
　本市の公共交通の在り方・方向性として何が望ましいのか、長期的な視野で考える必要があ
る中で、自動運転バスの導入に成功した境町の視察は、これからの阿賀野市の公共交通を考え
る上で大きな衝撃を受けました。
　特に印象的だったのは、予算確保の手段で、ふるさと納税や国からの補助金、民間に貸与し
た施設の家賃収入などを活用し、町の財政状況を改善させた上で自動運転バスを導入していま
す。
　国の補助金を最大限に活用するため、町の自主財源をほとんど必要としないことから、必要
なのは町をどうしていきたいかというビジョンであるという点が、非常に印象的でした。

○栃木県日光市
・日光市ブランディング「NEWDAY,NEWLIGHT.日光」について
　人口減少社会においても地域が賑わう豊かなまちを目指すため、地域の価値を高めて選ばれ
る日光市を目指していくことが必要という考えに至り、外部のアドバイザーも活用しながら日
光市のブランディングプロジェクトがスタートしました。
　具体的なプロジェクトとして、市内の小中学生からおすすめスポット等を募集し、YouTube
で発信したり、チョコレートを活用した取り組みをInstagramで発信したりするなど、SNSや
テレビなどを活用した情報発信を展開しています。

意見集約
　日光市では人口が急激に減少する状況で、今後は観光、移住、地域経済それぞれを促進・活
性化させるには地域間競争は避けて通れないことを意識し、まちのブランディングに力を入れ
てきました。
　本市も、外部のアドバイザーを活用しながら、市の状況を分析し、地域間競争に負けないよ
うな戦略を練る必要性を感じました。「阿賀野市」に魅力を感じてもらうためのビジョンが、観
光だけでなく移住やふるさと納税の促進につながることを日光市から学びました。

産業建設常任委員会　視察研修産業建設常任委員会　視察研修 総務文教常任委員会　視察研修総務文教常任委員会　視察研修

無
会
派

遠
藤　

智
子

５
歳
児
健
診
の
導
入
に

つ
い
て

質
問　
国
は
、
５
歳
児
の
健
康
診
査

に
必
要
な
費
用
助
成
と
技
術
的
支
援

を
行
い
、
出
産
後
か
ら
就
学
前
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
健
康
診
査
の
実
施

体
制
整
備
を
目
指
す
と
の
こ
と
。
導

入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
国
は
、
５
歳
児
健
診
の
目
的

に
つ
い
て
、「
発
達
障
害
等
の
子
ど

も
の
個
々
の
発
達
の
特
性
を
早
期
に

把
握
し
、
育
児
の
困
難
さ
や
子
育
て

相
談
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

子
ど
も
と
家
族
を
必
要
な
支
援
に
繋

げ
る
こ
と
」、
実
施
に
お
い
て
は「
地

域
全
体
で
必
要
な
支
援
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
」が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
関
係
部
局
と
の
連

携
や
体
制
整
備
が
必
要
と
な
る
の

で
、
他
市
町
村
を
参
考
に
検
討
し
て

い
く
。

公
共
施
設
内
の
駐
車
場

改
修
を

質
問　
市
管
理
の
複
数
の
施
設
に
お

い
て
駐
車
場
改
修
の
必
要
性
を
感
じ

る
が
、
今
後
の
改
修
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　
老
朽
化
が
進
む
と
利
用
者
の

安
全
性
や
利
便
性
、
景
観
に
影
響
が

考
え
ら
れ
る
。瓢
湖
第
一
駐
車
場
は
、

白
鳥
が
渡
来
す
る
10
月
初
旬
ま
で
に

応
急
対
応
で
白

線
を
引
き
、
来

年
度
以
降
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
改
修
と
白

線
の
引
き
直
し

を
検
討
す
る
。

他
の
施
設
で
も

簡
易
的
な
白
線
対
応
を
行
い
、
利
用

者
の
安
全
確
保
、
利
便
性
の
向
上
を

図
る
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

質
問　
岩
手
県
花
巻
市
で
議
会
が
開

催
さ
れ
て
い
な
い
月
は
、
市
長
が
３

支
所
に
半
日
ず
つ
行
き
、
地
域
の
方

と
会
い
、
話
を
聞
い
て
課
題
を
政
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ

と
。市
民
の
声
を
聞
く
一
環
と
し
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
集

う
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
で
き
る
だ
け

出
席
し
て
お
り
、「
市
民
対
話
集
会
」

も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を

大
切
に
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
的
な
取
り

組
み
で
市
政
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
々
の

話
を
聞
く
こ
と
が
肝
要
と
思
っ
て
い

る
。

無
会
派

清
野　

栄
一

副
市
長
に
つ
い
て

質
問　
副
市
長
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
組
織
的
課
題
も
あ
る
が
、
重

要
な
職
務
で
あ
り
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て

質
問　
本
市
で
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
今
年
度
ま
で「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
」の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の「
子
ど

も
の
貧
困
率
」と
、
平
成
29
年
の
調

査
結
果
概
要
で
は「
学
習
塾
や
習
い

事
、
家
族
旅
行
」な
ど
の
体
験
に
格

差
が
あ
る
が
、
改
善
に
向
け
ど
の
よ

う
な
施
策
展
開
を
し
た
の
か
伺
う
。

答
弁　

貧
困
率
は
改
善
す
る
見
込

み
。
学
習
支
援
は
放
課
後
ス
ク
ー

ル
、
体
験
活
動
は
公
民
館
事
業
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
イ
ン
フ
レ
で
見
か
け
の
数
値

は
改
善
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は

悪
い
。
貧
困
家
庭
で
意
欲
・
能
力
が

あ
り
本
当
に
進
学
し
た
い
子
ど
も

や
、
夏
休
み
の
食
事
に
事
欠
く
子
ど

も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
て
ほ
し

い
。

答
弁　
他
市
の
状
況
を
調
査
し
て
取

り
組
み
を
考
え
る
。

食
料
の
安
定
供
給
と

農
業
経
営
に
つ
い
て

質
問　
国
は
、
食
料
需
給
の
不
安
定

化
に
よ
る
国
民
へ
の
影
響
を
防
止
す

る
た
め
、「
食
料
供
給
困
難
事
態
対

策
法
」な
ど
関
連
３
法
案
を
６
月
に

立
法
し
た
が
、
本
市
の「
農
業
経
営

に
関
す
る
意
向
」調
査
結
果
に
よ
れ

ば
、５
年
前
に
比
べ
高
齢
化
や
肥
料・

資
材
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
規

模
縮
小
や
離
農

を
考
え
て
い
る

経
営
体
の
比
率

は
７
・
５
倍
の

30
％
と
な
っ
て

い
る
。
農
業
後
継
者
確
保
、
自
給
率

向
上
の
た
め
の
本
市
の
役
割
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
本
市
で
は
情
報
発
信
し
、
新

規
就
農
者
の
確
保
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
よ
る
担
い
手
育
成
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
法
人
化
す
る
農
業
者

に
は
設
備
投
資
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

質
問　
新
規
就
農
者
の
生
活
安
定
の

た
め
、
5
年
程
度
、
市
に
よ
る
上
乗

せ
の
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
ほ
し

い
。

答
弁　
対
応
を
考
え
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆　

Ｊ
Ｒ
新
津
・
新
発
田
間
の
利
便
性
向

上
等
に
つ
い
て
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一　般　質　問

新
風
あ
が
の

百
都　

順
也

行
政
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て

質
問　
複
雑
化
す
る
社
会
課
題
に
よ

り
、
業
務
の
高
度
化
と
組
織
横
断
的

な
取
り
組
み
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
な
が
ら
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
自
立
し
た
組
織

体
と
し
て
の
能
力
強
化
を
図
る
に

は
、
阿
賀
野
市
を
取
り
巻
く
環
境
に

合
わ
せ
た
行
政
組
織
の
在
り
方
に
つ

い
て
見
直
し・検
討
が
必
要
で
あ
る
。

子
育
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
な
ど
、

重
点
的
施
策
に
対
応
し
た
部
署
の
新

設
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

答
弁　
重
点
的
施
策
を
効
果
的
か
つ

強
力
に
推
進
す
る
方
策
と
し
て
、
指

摘
の
と
お
り
部
署
の
新
設
は
必
須
で

あ
る
と
考
え
る
。
特
に
デ
ジ
タ
ル
分

野
や
子
ど
も
に
関
わ
る
施
策
推
進
に

は
、部
署
の
新
設
、組
織
改
編
を
も
っ

て
施
策
の
方
向
性
を
前
面
に
打
ち
出

せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
来
庁
者
が
必
要
な
手
続
き
を

1
か
所
で
済
ま
せ
ら
れ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
、
現

状
と
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
現
状
は
、
市
民
の
方
が
必
要

な
手
続
き
を
行
う
た
め
に
、
各
課
の

窓
口
を
移
動
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
は
、
庁
舎
の
レ
イ
ア
ウ

ト
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や
導
入
、
業
務

フ
ロ
ー
や
職
員
体
制
の
見
直
し
な
ど

と
い
っ
た
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
と
並
行
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

質
問　
複
雑
・
高
度
化
す
る
施
策
展

開
に
お
い
て
、
外
部
人
材
や
業
務
委

託
は
、
人
材
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
保
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
面
か
ら
今
後

さ
ら
に
重
要
と
な
り
、
積
極
的
な
活

用
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。

答
弁　

現
在
、「
阿
賀
野
市
人
材
育

成
確
保
基
本
方
針
」の
改
定
に
着
手

し
て
お
り
、
庁
内
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て
人
材
の
確
保
や
育
成
の
現
状
を

把
握
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は

市
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
要
職
の
採
用

も
含
め
、
多
角
的
に
外
部
人
材
や
業

務
委
託
の
活
用
を
検
討
し
、
民
間
の

力
を
市
政
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党

松
﨑　

良
繼

コ
メ
増
産
政
策
へ
の

転
換
求
め
よ

質
問　
米
不
足
が
深
刻
な
の
に
農
林

水
産
省
は
新
し
い
年
度
の
米
需
要
見

通
し
を
今
年
の
実
績
か
ら
29
万
ト
ン

減
の
６
７
３
万
ト
ン
と
し
、
コ
メ
生

産
抑
制
策
を
さ
ら
に
続
け
る
姿
勢

だ
。
24
年
産
米
の
作
柄
が
悪
く
な
れ

ば
供
給
量
が
さ
ら
に
不
足
し
、
Ｓ
Ｂ

Ｓ
米
の
輸
入
枠
を
10
万
ト
ン
か
ら
20

万
ト
ン
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な

い
。
コ
メ
の
減

産
か
ら
増
産
政

策
に
転
換
す
る

よ
う
国
に
求
め

る
べ
き
だ
。

答
弁　
需
給
は
逼
迫
し
た
状
況
で
は

な
い
と
国
は
見
て
い
る
。

多
面
的・中
山
間
交
付
金

の
削
減
を
問
う

質
問　
多
面
的
交
付
金
制
度
の
資
源

向
上
支
払
が
、
県
の
財
政
難
を
理
由

に
10
％
削
減
さ
れ
た
。
単
に「
財
政

難
」と
い
う
理
由
で
国
が
示
し
て
い

る
交
付
単
価
を
削
減
す
る
こ
と
は
疑

問
だ
。

答
弁　
県
財
政
は
大
変
厳
し
い
の
で

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　
多
面
的
交
付
金
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
た
田
が
出
た
の
は
、
５
年
間

水
張
り
を
し
な
い
田
は
水
田
活
用
交

付
金
の
対
象
に
し
な
い
と
い
う
国
の

方
針
に
基
づ
く
も
の
か
。
来
年
６
期

目
に
入
る
中
山
間
地
直
払
の
対
象
も

同
様
に
外
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　
そ
の
よ
う
に
な
る
見
込
み
だ
。

質
問　
そ
れ
で
は
耕
作
放
棄
が
一
層

広
が
る
。
多
面
的
交
付
金
制
度
で
、

市
で
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
畑
も
対

象
に
す
れ
ば
一
定
の
交
付
金
が
受
け

ら
れ
る
。

答
弁　
広
域
協
定
の
中
で
そ
う
い
う

声
が
多
く
な
れ
ば
可
能
だ
と
思
う
。

獣
害
対
策
強
化
を

質
問　
サ
ル
の
捕
獲
計
画
が
近
隣
自

治
体
よ
り
１
桁
少
な
い
。
引
き
上
げ

を
。

答
弁　
個
体
数
を
減
ら
す
対
策
が
重

要
。
体
制
整
備
な
ど
の
課
題
を
検
討

す
る
。

質
問　
自
治
会
向
け
の
電
気
柵
等
へ

の
補
助
制
度
が
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。
個
人
が
設
置
す
る
電
気
柵
も
含

め
た
補
助
制
度
の
拡
充
を
。

答
弁　
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

待
遇
改
善
を

質
問　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
４
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
給
与
改
定
を
今

年
度
は
実
施
す
べ
き
だ
。

答
弁　
県
に
準
じ
て
判
断
す
る
。

日
本
共
産
党

宮
脇　

雅
夫

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
住
民
の

理
解
と
願
い
に
沿
っ
て
運
行
を

質
問　
市
は
、
今
年
10
月
１
日
か
ら

市
営
バ
ス
５
路
線
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
に
移
行
し
、
来
年
10
月
か
ら
分

田
線
と
五
頭
温
泉
郷
線
は
現
在
の
運

行
形
態
を
維
持
す
る
が
、
他
の
４
路

線
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
移
行
し

て
市
内
全
域
を
運
行
区
域
と
す
る
と

し
て
い
る
。
運
行
の
形
態
と
し
て
、

①
定
時
で
な
く
、
指
定
し
た
時
間
に

利
用
で
き
る
。
利
用
時
間
は
午
前
７

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
利
用
す
る

時
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
電
話
で

7
日
前
か
ら
1
時
間
前
ま
で
に
予
約

す
る
。
平
日
の
み
の
運
行
②
決
め
ら

れ
た
路
線
は
な
く
、
好
き
な
バ
ス
停

で
乗
り
降
り
で
き
る
。
利
用
者
は
事

前
登
録
が
必
要
③
利
用
料
金
は
今
ま

で
と
同
じ
④
乗
降
で
き
る
バ
ス
停
の

場
所
は
基
本
的
に
は
変
更
な
し
と
し

て
い
る
。

①�

現
在
の
市
営
バ
ス
の
利
用
者
数
・

収
支
状
況
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
年
間
利
用
数
、
収
支
見
込
み
は

ど
う
か
。

②�

定
時
定
点
の
市
営
バ
ス
運
行
の
大

き
な
転
換
で
あ
り
、
成
功
さ
せ
る

に
は
住
民
の
理
解
と
共
感
が
不
可

欠
で
あ
る
。
住
民
へ
の
周
知
・
説

明
会
の
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

③�

高
齢
者
に
も
分
か
り
や
す
い
日
本

語
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
つ

く
っ
た
ら
ど
う
か
。

④�

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
運
行
も
検

討
が
必
要
で
な
い
か
。

答
弁　
令
和
５
年
度
の
利
用
者
は
８

万
１
，１
７
０
人
、
運
賃
収
入
が
約

３
６
５
万
円
、
運
行
経
費
が
約
９
，

５
０
２
万
円（
収
支
率
３
・
８
％
）

で
、
年
々
利
用
者
数
が
減
っ
て
き
て

い
る
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
来
年

10
月
か
ら
市
全
域
に
拡
充
し
、
市
営

バ
ス
全
体
で
８
万
５
，７
０
０
人
の

利
用
者
を
見
込
ん
で
い
る
。
地
区
ご

と
の
説
明
会
を
開
催
し
て
き
た
が
、

今
後
も
各
自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
等
の

説
明
会
・
相
談
会
を
実
施
し
、
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い

く
。
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
運
行
は
、

運
転
手
不
足
や
高
齢
化
で
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆　
　
　
　
　

基
金
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

岡
部　

直
史

あ
が
の
市
民
病
院
の
機
能
強
化
と

早
急
に
救
急
告
示
病
院
に
復
活
を

質
問　
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
あ

が
の
市
民
病
院
の
機
能
強
化
と
救
急

告
示
の
復
活
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
病
院
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
現
状
だ
が
、
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
市
民
病
院
の
役
割
と
し
て

は
、
現
在
の
診
療
科
を
縮
小
す
る
こ

と
な
く
外
来
診
療
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
。
ま
た
、
軽
症
・
中
等
症
患
者

の
受
け
入
れ
を
行
う
救
急
告
示
病
院

を
目
指
し
て
い
る
。

質
問　
覚
知
か
ら
病
院
収
容
ま
で
の

所
要
時
間
は
、
平
均
で
県
平
均
時
間

よ
り
11
分
遅
く
、
県
内
３
番
目
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
。
改
善
の
見
通

し
を
伺
う
。

答
弁　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
も
あ

り
、
遠
隔
地
に
向
け
て
の
救
急
搬
送

は
う
ま
く
で
き
て
い
る
と
思
う
。
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
内
容
は
、
精
査

し
た
上
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
度
時
点
に
お
け
る
人
口
10
万

人
当
た
り
の
医
師
数
は
県
内
20
市
の

中
で
17
番
目
に
医
師
が
少
な
い
地
域

だ
。
医
師
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
新
潟
大
学
医
学
部
と
の
関
係

構
築
を
通
じ
、
医
師
の
増
員
を
図
っ

て
い
る
。

質
問　
救
急
車
の
現
場
到
着
か
ら
現

場
出
発
ま
で
の
平
均
時
間
を
伺
う
。

答
弁　
令
和
元
年
は
17
・
８
分
、
令

和
５
年
は
25
分
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

５
年
間
で
7
・
2
分
遅
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
救
急
患
者
の

搬
送
先
は
、
令
和
５
年
度
で
あ
が
の

市
民
病
院
が
５
１
６
人（
30・５
％
）、

新
発
田
病
院
が
５
２
５
人（
31
％
）、

下
越
病
院
が
１
０
９
人（
７
・
５
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
市
民
感
覚
か
ら
見

て
、
安
心
で
き
る
状
況
に
な
る
よ
う

な
方
策
を
伺
う
。

答
弁　
引
き
続
き
医
師
招
へ
い
の
取

り
組
み
を
重
ね
、
県
厚
生
連
と
の
救

急
告
示
に
向
け
た
協
議
を
継
続
し
て

い
く
。

質
問　

県
厚
生
連
と
市
の
協
議
は
、

毎
月
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
毎
月
で
は
な
い
が
、
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
医

師
と
の
情
報
共
有
を
図
る
場
の
設
定

も
予
定
し
て
い
る
。

倒伏したコシヒカリ倒伏したコシヒカリ
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一　般　質　問

新
風
あ
が
の

遠
藤　
　

孝

阿
賀
野
市
営
バ
ス

運
行
概
要
に
つ
い
て

質
問　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
の
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向

上
の
た
め
。
ま
た
、
バ
ス
の
台
数
を

減
ら
し
て
効
率
的
な
運
行
を
実
施
す

る
こ
と
で
運
転
手
不
足
に
も
対
応

し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
維
持

確
保
す
る
た
め
。

質
問　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
の
利
点
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
利
点
は
、
乗
り
た
い
時
間
に

乗
り
た
い
バ
ス
停
か
ら
乗
り
継
ぎ
な

し
で
降
り
た
い
バ
ス
停
ま
で
行
け
る

こ
と
。
課
題
は
、
事
前
予
約
が
必
要

に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
利
用
者
の
皆

さ
ま
か
ら
面
倒
と
思
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
丁
寧
な
説
明
、
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

質
問　
市
民
へ
の
説
明
は
。

答
弁　

８
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
、

水
原
、
安
田
、
京
ヶ
瀬
、
笹
神
の
各

地
区
で
説
明
会
を
実
施
し
た
。

質
問　
説
明
会
場
で
の
説
明
で
、
来

場
者
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
た
の
か
。

答
弁　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

特
性
、
運
行
形
態
、
予
約
の
仕
方
な

ど
、
概
ね
理
解
が
得
ら
れ
た
と
思
う

が
、
多
く
の
意
見
や
要
望
も
い
た
だ

い
た
。

質
問　
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
よ
り

一
層
の
理
解
と
周
知
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
現
在
の
バ
ス
停
に
告
知
説
明

看
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
現
在
の
バ
ス
停
の
運
行
時
間

表
の
所
に
設
置
を
考
え
る
。

質
問　
市
街
地
の
変
化
、
状
況
に
応

じ
、
今
後
、
路
線
変
更
、
運
行
日
、

運
行
時
間
等
の
改
正
は
あ
る
か
。

答
弁　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に

お
い
て
は
、
移
動
の
自
由
度
か
ら
柔

軟
に
対
応
で
き
る
運
行
形
態
な
の

で
、
変
更
は
不
要
と
考
え
て
い
る
。

定
時
定
路
線
に
お
い
て
も
、
こ
の
ま

ま
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

質
問　
市
民
か
ら
、
祝
日
運
行
が
あ

る
と
助
か
る
、
バ
ス
停
が
集
落
か
ら

遠
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
の
で
対
応

を
考
え
て
ほ
し
い
が
、考
え
を
伺
う
。

答
弁　
10
月
か
ら
運
行
を
行
っ
た
結

果
、
見
え
て
く
る
課
題
も
あ
る
と
思

う
。
随
時
検
証
・
分
析
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
対
処
し
て
い
く
。

新
風
あ
が
の

山
口　

功
位

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

質
問　
加
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の「
約
束
」と

し
て
６
項
目
に
わ
た
り
掲
げ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
約
束
を
ど
の
よ
う
に

具
現
化
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁　
４
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て

『
加
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の「
約
束
」』と
題
し

て
、
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
安
心

安
全
、
観
光
、
福
祉
、
農
業
、
文
化

と
い
っ
た
各
分
野
の「
約
束
」を
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
。こ
れ
ら
の「
約

束
」の
具
現
化
に
つ
い
て
は
、
次
期

総
合
計
画
で
あ
る
第
３
次
阿
賀
野
市

総
合
計
画
の
中
に
こ
れ
を
落
と
し
込

み
、
政
策
の
体
系
を
整
理
し
、
目
指

す
姿
に
向
け
て
具
体
的
な
事
業
を
構

築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
「
約
束
」の
中
に
あ
る
観
光
に

つ
い
て
、
全
国
有
数
の
ラ
ジ
ウ
ム
温

泉
で
あ
る
五
頭
温
泉
郷
の
す
ば
ら
し

さ
を
も
っ
と
宣
伝
し
て
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
温
泉
地
づ
く
り
等
が
で
き

る
よ
う
に
地
元
の
皆
さ
ん
と
話
し
合

い
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

答
弁　
温
泉
は
大
き
な
観
光
資
源
の

１
つ
と
考
え
て
い
る
。効
能
の
宣
伝
、

関
係
団
体
と
の
組
織
体
制
の
強
化
が

で
き
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

に
つ
い
て

質
問　
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
に
つ

い
て
は
、
五
頭
温
泉
郷
の
観
光
拠
点

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き
と

思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　
五
頭
の
自
然
を
活
か
し
た
環

境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
交
流

拠
点
施
設
と
し
て
一
体
的
な
整
備
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
流
人
口
、

関
係
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
は
、

公
園
と
し
て
の
位
置
付
け
な
の
か
、

そ
れ
と
も
農
業
施
設（
農
園
）と
し
て

の
位
置
付
け
な
の
か
。

答
弁　
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
の
位

置
付
け
は
、
市
民
と
来
訪
者
の
憩
い

の
場
お
よ
び
交
流
を
推
進
す
る
総
合

公
園
施
設
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

新
風
あ
が
の

風
間　

輝
榮

新
型
コ
ロ
ナ「
Ｋ
Ｐ
．３
」 

に
つ
い
て

質
問　

本
市
の
感
染
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
新
潟
県
が
公
表
す
る
県
内
の

感
染
状
況
で
は
、
７
月
29
日
か
ら
８

月
４
日
ま
で
の
週
で
定
点
当
た
り
の

患
者
数
が
13
・
64
人
と
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
そ
の
後
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

新
発
田
保
健
所
管
内
で
は
、
７
月
22

日
以
降
、15
人
前
後
の
報
告
が
あ
り
、

本
市
で
も
同
様

と
推
測
し
て
い

る
。

質
問　
今
後
の

ワ
ク
チ
ン
集
団

接
種
計
画
は
あ

る
の
か
。
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　
10
月
１
日
以
降
は
個
別
医
療

機
関
で
の
接
種
と
な
り
、
集
団
接
種

計
画
は
な
い
。
接
種
費
用
は
、
定
期

接
種
の
対
象
者
で
３
，５
０
０
円
程

度
と
な
る
見
込
み
。

「
放
置
空
き
家
」に
つ
い
て

質
問　
本
市
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁　
令
和
６
年
３
月
末
で
６
１
７

件
、１
年
間
で
30
件
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
管
理
不
全
の
空
き
家
は
５

１
６
件
、
１
年
間
で
22
件
増
加
し
て

い
る
。�

質
問　
空
き
家
が
あ
る
こ
と
に
よ
る

景
観
・
衛
生
面
・
不
法
投
棄
の
問
題

が
あ
る
。
各
自
治
会
と
の
情
報
の
共

有
・
協
力
・
連
携
強
化
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

答
弁　
実
際
に
自
治
会
か
ら
の
相
談

や
要
望
も
そ
の
よ
う
な
内
容
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
自
治
会
要
望
に
で
き

る
限
り
速
や
か
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

対
応
し
て
い
る
。

環
境
セ
ン
タ
ー
の 

仕
舞
工
事
に
つ
い
て

質
問　
年
度
末
ま
で
に
２
炉
全
て
の

仕
舞
工
事
完
了
と
あ
る
が
、
工
事
費

用
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答
弁　
設
備
の
改
造
等
を
伴
う
仕
舞

工
事
を
１
，８
８
３
万
２
千
円
、
仕

舞
清
掃
業
務
委
託
を
５
８
３
万
円
で

契
約
し
た
。
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

処
理
費
発
生
の
可
能
性
や
低
圧
受
電

化
工
事
の
予
定
も
あ
り
、
最
大
で
約

４
，０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問　
最
終
処
分
場
の
今
後
の
計
画

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　
資
材
費
高
騰
に
よ
る
新
中
間

処
理
施
設
の
工
事
請
負
額
の
大
幅
な

増
額
や
構
成
市
町
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
整
備
時
期

等
を
検
討
し
て
い
く
。

議会の情報は
市ホームページをご覧ください

本会議会議録や議員名簿、会議の日
程、本会議の中継映像・録画映像が
ご覧いただけます。
ぜひご利用ください。

●中継はこちら
会議名、議員名、用語などから検索
できます。
視聴したいものを選んでクリック！

阿賀野市阿賀野市
イメージイメージ

キャラクターキャラクター
「ごずっちょ」「ごずっちょ」

検　索

事前の申し込みは必要ありません。傍聴席入口にある受付簿に住所・氏名を
記入するだけで傍聴できます。
※ 現在、新型コロナウ

イルス感染症予防の
ため、傍聴席の席数
を減らしています。

※ 体調がすぐれない人
は、傍聴をご遠慮く
ださい。

※ 入室の際は、手指消
毒にご協力をお願い
します。

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
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部
会
か
ら
、
独
立
の
広
報
広
聴
委
員
会
と

衣
替
え
を
し
て
、
最
初
の
議
会
だ
よ
り
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
市
議
会
の
常
任
委
員
会
も

こ
れ
ま
で
の
３
つ
か
ら
２
つ
の
常
任
委
員
会

と
な
り
、
充
実
し
た
審
議
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
議
会
改
革
で
は
、
小
中
高
生
な
ど
若
い
人

た
ち
と
市
議
会
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
や
、
市

民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
広
げ
る
な
ど
の
方

向
性
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
変
革
す
る
議
会

の
活
動
を
お
届
け
す
る
た
め
、
委
員
一
同
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
感
想
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
広
報
広
聴
委
員
会

　
委
員
長　
松
﨑　
良
繼　

広
報
広
聴
委
員
会（
特
別
委
員
会
）

�

委
員
長�

松

﨑

良

繼

�

副
委
員
長�

清

水

博

英

�
�
�

風

間

輝

榮

�
�
�

清

野

栄

一

�
�
�

遠

藤
　

孝

�
�
�

荒

澤

浩

和

�
�
�

天

野

市

榮

�
�
�

阿

部

順

三

　

次
号
は
令
和
７
年
３
月
31
日
発
行
の

予
定
で
す
。
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次回３月定例会の予定
�２月17日の議会運営委員会で正式に決定します。
その後、市ホームページでお知らせします。

月 日 会 議 名

2月17日（月） 議会運営委員会
（定例会の運営方針決定）

2月26日（水）
本会議
（施政方針、議案上程、一般
質問）

2月27日（木） 本会議（一般質問）

2月28日（金） 本会議（一般質問）

3月� 5日（水） 総務文教常任委員会

3月� 6日（木） 産業厚生常任委員会

3月10日（月）

予算審査特別委員会3月11日（火）

3月12日（水）

3月14日（金） 本会議（委員長報告、 採決）

　11月22日に村上市で阿賀北五市（阿
賀野市・新発田市・村上市・胎内市・
五泉市）の議員研修会が開催され、正副
議長、議会運営委員会・総務文教常任
委員会・産業厚生常任委員会の正副委
員長が出席しました。
　村上市教育委員会生涯学習課文化行
政推進室の三須友也副参事を講師に迎
え、「国の重要無形民俗文化財『村上祭
の屋台行事』」について、講演が行われ
ました。

令和６年度（４～ 10月分）
政務活動費の収支を報告します

（単位：円）

項　目
 

氏　名

収　　入

支　　　　出
残　額

（返還額）
研修費

（交通費・宿泊
費・文書通信費・
参加費等）

広報費
(広報紙・報告
書等印刷費、文
書通信費等)

資料購入費
(書籍購入費、新
聞雑誌購読料等) 合　計

山口　功位 105,000 65,340 29,960 95,300 9,700

百都　順也 105,000 29,300 45,300 74,600 30,400

近山　　修 105,000 31,319 31,319 73,681

合　　　計 315,000 65,340 59,260 76,619 201,219 113,781

注）�調査研究費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、人件費、事務所費の支出は、いずれの議員共に０円でした。

政務活動費は、議員の調査研究、その他の活動に資するため必要な経費の一部として、条例に基
づき会派または議員に対して交付されるものです。
政務活動費は１人当たり月額１万５千円が交付され、残額は市に返還します。
令和６年10月31日の任期満了に伴い退職した３人について、収支報告（４～ 10月）が提出されま
したので報告します。

議員研修会が
開催されました

議員活動にタブレット端末を導入しました議員活動にタブレット端末を導入しました
　市議会では、タブレット端末によるペーパーレス会議システムの導入に向けて平成30年度に検討
が始まり、令和３年に「デジタル化推進チーム」を立ち上げました。
　県内外の市議会を視察し、さまざまな取り組みを参考に協議を重ねるとともに、複数のシステム
のデモンストレーションを行った結果、令和６年12月定例会からタブレット端末を導入することに
なりました。
　令和６年12月議会と令和７年３月議会はタブレット端末と紙媒体を併用し、令和７年６月定例会
からはペーパーレス化に移行する予定です。
　議員全員がタブレット端末を持つことで、ペーパーレス化だけでなく、情報共有の迅速化など、
議員活動の活性化にもつなげられるように取り組んでいきます。

タブレット講習会の様子タブレット講習会の様子 本会議でタブレット端末を使用する様子本会議でタブレット端末を使用する様子


